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???はじめに
委託地代の発生（以．i：前号）
土地負担の構成（以下本号）
．単位当り土地負担（その一）
単位当り土地負担、（その二）
償却の進行過程
（3）土地負担の構成
1　上に紹介した，委託地代の発生に関するGr6Belの資料は，当グローセ
ンハイン郡の土地負担とその構成および償却の進行過程を解明するための基
礎的な事実を提供する。この資料を用いて，まず土地負担（委託地代がそれ
に基づいて発生したところの負担）の構成を検討しよう。しかし，土地負担
の重さはザクセン王国内でも所領毎に，村落毎に，また，同一村落内部にお
　　　　　　　　　　　　　｛1）いてさえ，極端に相違していた。単純に当郡各村の土地負担総額だけを見る
と，100M未満の村（Nr、50，67，93）もあれば，・3000M以上の村（Nr．7，
95，115，！51）もあった。他方で，1913年の総面積では50ha未満の村（Nr．23，85）
もあれば，！200ha以上の村（Nr，24，29，95，150）もあり，1834年の入口
（1）Zeise　1965，　S．49．同一村落内の同一規模保有農における土地負担償却額の差異に
　ついては松尾1978，（1）（E）各所，参照Q
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を取ると，30人未満の村（Nr，21，50，61，93）もあれば，600人以上の村
（Nr．29，33，92，95，115〔1600人以上〕）もあったのである。そのために，
以下では個々の村には立ち入らないで，当郡の村々（既述（1）2の方式で
数えて155村）をいくつかの村落群に区分して分析しよう。こうすることに
よって，個々の村の特殊的事情はかなりの程度まで相殺されるであろう。そ
れでは，いかなる基準で区分するか。
　Blaschkeは，ザクセンの土地制度史を概観した卓抜な論文の中で次のよ
うに述べている。農場領主制の支配するオーバーラウジツ以外のザクセン王
　　　　　　　　　　（2）国（いわゆる本領地域）は「中部ドイツ荘園制」（LUtge）の地域に属する
のであるが，この地域の土地制劇よ，史料上ほとんど空自の3世紀を間に置
いて！2世紀末から16世紀初までに大きく変化した。近世の本領地域における
領主＝農民関係の判断にとって重要であるのは，15世紀末以降しばしば都市
とその市民が領主権を取得したにもかかわらず，「ある騎士農場の所有者が貴
（2）Lommatzsch（S．83　und　4　Karten）によればザクセン王国の地方統治制度とその
　区画はウィニン会議による版図確定後3度にわたって変更された。①1835年。本領地
　域4県（Kreis）と．用心バーラウジッ辺境伯領から4県（Kreisdirektion）へ〔国忌
　上のオーバーラウジッの特殊性の解消〕。②1855年。③1873年。4県　（Kreishaupt－
　mannschaft＞の創設および地方レヴェルでの行政と司法の分離（1900年からは四域不
　変のまま5県へ）。郡ないしそれに相当する地方行政区画の変化もきわめて大きいが，
　当面留意すべきは，1835年までのオーバーラウジツ辺境伯領と本領地域マイセン県
　との境界より，同年以後のバウツェン・ドレースデン両県県境の方が，かなりの変動
　　（1855年）を伴いつつも大体において西方に移動しているという事実である（ただし，
　オーバーラウジツとグローセンハイン郡になるべき地域との境界は1815年から不変の
　ままである）。したがって，官庁統計によってザクセン王国をオーバーラウジツと本領
　“地域に厳密に区分することは1835年以後可能でない。Blaschkeの集落名簿は1900年
　頃の郡．を基準に採用しており（Blaschke　1957，　S．　VD，これと基本的に同一である
　1950年の郡（Landkreis　　1930年代から1952年まで。　Blaschke　1957，　Si　XDを
　Blaschkeの人口史研究は基礎としている。（Vgl．　Blaschke　1962，　Abb．1．）そこで
　本稿も1835年以降は，その時々のバウツェン県を除いた諸県を本領地域と一応見なす
　ことにしよう。また，以下においてザクセン王国と本領地域の領域は1815年以後のそ
　れと見なされる。（ウィーン会議以後1945年まで領域は基本的に同一である。）
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族か平民か，あるいはさまざまな種類の法人〔都市など〕か」ということでは
なく，「ある荘園が騎士農場をもっていたかどうか」である。全般的に見て，
領邦君主の直接的支配を受ける管区農民は地代荘園制の下にとどまったため
に，「管区村落の諸事情は農民にとって有利」であった。それに対して，騎士
領に所属する農民は16世紀以降，騎士農場の拡張とともに増大する賦役を負
担せねばならなかった。「ザクセン土地制度史の最大の変動要因は騎士農場と
その賦役要求である。」さらに，騎士農場の形成とともに出現する領主放牧権
は，騎士領農民と管区農民との土地負担の差異を一層拡大させた。もちろん，
騎士領農民にとっても，「貨幣・現物貢租は驚くべき慣性を示している」ので
あるが。この両荘園の中間的地位を占めるのが領邦君主の御料地である。領
邦君主はとくに16世紀以降，かって貴族に属した荘園をしばしば獲得したた
めに，そして，ここで領置君主は旧来の農場経営をそのまま存続させたため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔3｝に，管区農民の中には「不利な条件」の下で生活する領民も多かった。
　このBlaschkeの論述を考慮して以下では，当駅農村を18世紀後半の土
地・裁判領主に従って管区村落，騎士領村落および，村の一部が野砲君主に，
他の部分は騎士領所有者に所属した複合村落にまず区分しよう。さらに，こ
の管区村落（31村）を，16世紀央以前には騎士領に所属した村落（5村）と，
　　　　　　　　　　　　　　　　　そうでない村落（26村）とに小区分し，後者を管区村落α，前者を管区村落
（3）　Blaschke　1965　a，　S，　225　f．，　232　f．，　248－251，　264　f，，　268　f，
（4）Blaschkeの集落名簿は，一般的史料状況を顧慮し，て，荘園制に関する各ゲマイン
　デの記述を16世紀央から始めている（Blaschke　l957，　S．）a）が，16世紀央の領主に
　ついての記載の前に，かって修道院領であったと記されている村はすべてが管区村落
　αに数えられる。管区村落βはNr．10（1547年分農場Biebera¢h一これは騎士農場
　の分農場と想定される〉，Nr．27（1552年Rg　Kalkreuth十Walda），Nr，46（1552年
　Rg　Kalkreuth），　Nr．110（1552年Rg　Kalkreuth），Nr．118（1552年Rg　Kalkreuth）
　の5村であって，1590年にはいずれも管区村落とされている。　（領邦君主による取得
　は1590年以前であろう。）（Blaschke　1957，　S．43，46，48，56，58．）Nr．10につい
?
　ては不明であるが，他の村は領邦君主による騎士領Kalkreuthの取得と関連する。
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βと名付けよう。それに関連して複合村落が問題になるが，18世紀後半の複
合村落（9村）の中に，16世紀に騎士領のみの支配に服していた村はない。
最後に，18世紀後半の騎士領村落（115村）には，各村データとして既出の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5｝通り，一円的支配を受ける村（ユ06村）と，複数の騎士領に支配される村（9
村）とがあったから，これら115村を小区分し，前者を騎士領村落α，後者を
騎士領村落βと名付けよう。
2　それでは，Gr6Belの資料に基づいて当郡諸村落群における土地負担の
種目別・権利者別構成を確定することができるか。答は否である。その主た
る理由は，多数の（Nr．1とNr．55の2村ではすべての〉土地負担が権利者の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載を欠いており，また，しばしば複数種目の土地負担が一括されているか
らである。このうち前者は編者の不注意によるものであろう。あるいは，そ
の村の土地・裁判領主が権利者である場合に，自明のものとして省略された
のかもしれない。後者は，委託地代発生の根拠となった償却協定が複数種目
の土地負担を一括して償却対象としたために生じた事態であろう。したがっ
て，この場合に種目別土地負担額を確定することは，償却協定にまで遡らね
ば不可能であり，遡っても可能でない場合があるであろう。
　そのために，以下では，当郡下村落群における土地負担の構成と償却を大
掴みな種目別・権利者七三に解明することに課題を限定し，（1）でなされ
たより大まかな区分を設定しよう。
　まず，土地負担の種目については
i　単独のI
ii　単独のH
iij①単独の皿，　IVあるいはV，②皿，　W，　Vの組み合わせ
i・①単独のIXあるいはX，②II，（皿，　IV，　V），（IX，　X）の組み合わせ
（5）これはNr，13，28，29，48，102，！09，121，15！，154の9村である。（ただし，　Nr．
　121所在の騎士領を「騎士領名簿」（Gesetzsammlungユ832，　S．428）は1騎士領と
　見なしている。）
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・　①単独のWあるいは皿，②W＋W
・i①単独の梱，②工，H，（VI，　MD，湘の組み合わせ
・ii①単独の）aあるいは）（II，②（M，　XII）を含むすべての組み合わせ，
③（皿，W，　V）を含む組み合わせのうちiv②を除くすべて，④種H不記載
viii　　　　　ii　　十　iii　十　iv
とする。したがって，土地負担4種目のうち賦役はiとvi＋viiの確定できぬ
一部分との和，現物貢租はiiとiv＋vi＋viiの一部分との和，貨幣貢租はiiiと
iv＋viiの一部分との和，地役権はVとvi＋viiの一部分との和であり，貢租は
viiiとvi十viiの一日分との和である。
　次に，土地負担の権利者群については
??
??
単独のA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6）①単独のB，②騎士農場に所属すると推定されるD
　　　C7）単独のC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C8）①単独のE，F，　G，H，JあるいはK，②bに含まれないD，③種類の異
なる権利者のすべての組み合わせ
（6）所属騎士領の記載されていない5分農場のうちBl。chwitz，　Colmnitz，　Naund6rf－
　chenおよびGohrisch　　Nr，12（1），　Nr．19（1），　Nr、63（1），　Nr．8Q（2），
　Nr，91（3）（4），Nr．92（1），Nr．100（2），Nr．148（3）（4）の権利者一は
　当国の同名の村（Nr，！2，19，80。ただし，消滅したGohrisch村については（1）
　2で言及した。）にあったこと，これらの村はいずれも騎士領村落であったから，部下
　場もそれぞれの騎士領に所属したこと，が想定される。Blaschke（1957，　S．43f．，47，
　53）によればB1・chwitz（1910年），　Colmnitz（1520年），　Gohrisch（1845年），Naun－
　d6rfchen（1520年）村には分農場があった。上掲書（S．53）は18世紀のNaund6rf－
　chenに騎士領の存在を指摘しているが，ユ832年の「騎士領名簿」はこの騎士領を記
　載していない。
（7）　〈CRiesaなど〉と記載されている場合，「など」は無視され，権利者。群と見な
　される。
（8）分農場Obergavernitz　（Nr．31（9）の権利者）は管区村落Gavernitz（Nr．31）
　に所在したが，19世紀には騎士領にも御料地にも所属しないで，複数の市民に所有さ
　れていた，という。この分農場は，Blaschke（1957，　S．46）が同村に18世紀にあっ
　たと指摘している分農場のことであろう。
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e　権利者不記載
としよう。
3　以上の大まかな区分の下で当郡全体の土地負担を村落群別・権利者群
別・種目別に概括したものが第1表である。種目別土地負担額が各村落群の
土地負担総計に占める比率も付記されている（％の欄で……はO．05％未満を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味する）。第1表によって土地負担の種目別構成を各村落群合計で検討する
ことから始めよう。
　まず，管区村落群計においては，確定しうる貢租viii（84．5％）が圧倒的に
優位にある中で，貨幣貢租（41．0％とユ5．3％の一部分との和）が土地負担4
種目中の首位にある。この地位は第2位の現物貢租（3！．3％と17．O％の一回
分との和）によって覆えされることはないであろう。第3位の賦役（10。2％
と4．9％の一部分との和）はかなり小さく，地役権（0．4％と4．9％の一部分
との和）は僅小である。
　次に，複合村落群においては，確定しうる貢租（76．5％）が非常な優位に
ある中で，貨幣貢租．（34．2％と16．4％の一部分との和）が4種目中の首位に
あるように見える。しかし，ここでは，iiiとiiとの較差（3．8％）に比較しで
不確定部分（iv＋vi＋vのが大きい（合計22．7％）ので，貨幣貢租の首位が，
第2位にあるように見える現物貢租（30．4％と22，7％の一回分との和）によ
って覆えされることはない，とは断定できないであろう。第3位の賦役（12．1
％と10．7％の一部門との和）はあまり大きくなく，地役権（O．8％と10．7％の
一部分との和）は僅小であろう。
（9）計数だけで言えば，現物貢租（皿）はNr．85（騎士刈田・落）を除くすべての村に，
　貨幣貢－租（皿，IV，　V）はNr．1，80，103（いずれも騎士領村落）を除くすべての
　村に兄出される。賦役（1）の賦課されない村は，管区村落に5村（Nr．3，21，68，
　101，139一いずれもα群），複合村落に1村（Nr．49），騎士領村落に14村（Nr．
　5，’22，37，39，42，48，50，81，93，106，108，・132，136，141），合計20村ある。
　地役権（w，週）は管区村落ではNr．27，53，95にのみ存在し，複合村落では約半
　数の4村（Nr．26，49，　l16，133）に，騎士領村落でも，約半数の56村に存在する。
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　第3に，騎士領村落群計においては，確定しうる貢租（51．0％）が過半を
占める中で，貨幣貢租（17．8％と23．4％の一部分との和）が4種目中Q首位
にあるように見える。しかし，ここでは，iiiとiiとの較差（1．8％〉に比較し
て不確定部分が非常に大きい（合計55．0％）ので，とくに，貢租の中では現
物貢租の比率増加にのみ寄与する部分viが大きい（3！．6％）ので，貨幣貢租
の首位は，第2位にあるように見える現物貢租（16．0％と55．0％の一部分と
の和）によって覆えされる可能性が相当高い，と考えられる。第3位にある
ように見える賦役（8．8％と37．8％の一部分との和）についても，第2位に浮
上する可能性がないとは言えないであろう。それに対して，地役権（2．4％と
37．8％の一部分との和）、の第4位は動かないが，その比率は⊥述の2村落群よ
り高くなるであろう。
　以上，管区村落群計では第1位の貨幣貢租，第2位の現物貢租，第3位の
賦役の順位が明確であるが，騎士領村落群計では順位が明確でなく，現物貢
租が貨幣貢’租を押さえて首位に立つ可能性が相当高く，賦役の第’2位浮上さ
えありえないことではない。また，地役権は両者ともに第4位であるとして
も，前者では僅小，後者ではより高い。複合村落群の種目別構成は大体にお
いて両者の中間にある。
　　　　　　　　最後に，全郡にお』いては，確定しうる貢租（58．7％）が支配的である中で，
貨幣貢租（23．1％と21．4％の一部分との和）が4種口中の首位にあるように
見える。しかし，ここでも騎士領村落群計においてと同じく，‘iiiとiiとの較
差（3．5％）に比較して不確定部分がきわめて大きい（合計46．0％）ので，と
くに，viが大きい（24．6％）ので，貨幣貢租の首位は，第2位にあるように
（1Q）全郡の委託地代は第1表で149647．61　Mとなっているが，　GrbBel（S，10）は委託
　地代総額が155209．96Mである，と述べている。その差額5562．35M（Gr6Belの総額
　の3．58％）が何故に生じたのかは明らかでない。なお，Gr6Bel（S．【10＞は1895年末
　までに40547．64Mの委託地代が既に償還された，と言っているが，私の計算では95年
　末までの償還額は43423，77Mである。
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第！表
管区村落α　（％） 管区村落
i ユ，080．64（4，8）
??．???
ill 6，018．56（26．8）1，404．8
1茸 9，393，48（41．8）2，295．5
a
?? 404．6
@　一　一
vi
魔奄 ．．一　一　一　一　」
vi百 15，412，04（68．5）4，ユ05．1
?
ユ6．492．68（73．3）
??．???
i 641．72（2．9＞ 　
?
13．24（0．1） ｝　　．｝
iii 3．84（…） ．　一　一
iv 310．56（1．4） 』
b v 109．5
vi 406．64（1．8）
vii 』　一
viii 327．64（1．5＞ ．　．｝　L　一　．．　一
???ユ，376．OO（6，1）
P，295．56（5．8）
109．5
Q49．0
iii 37．80（0．2） 37．6
iv 2，310，52（10．3＞424．9
C ??“　　　　74．68（G．3）
vii 842．88（3．7） 7L6
vlli 3、643．88（16．2）7ユ1．6
?
4、561．44（20．3）783．2
村落群別・権利者群別・種目別土地負担（M＞と
　　　　（・　％）
　　　（19．i）
　　　（22．7）
6　｛37．1）
　　　（6．5）
12　（66，4）
　　　（85，6）
（1，8）
（1．8）
（4，0）
（O，6）
（6，9）
　　　（1．2）
60　（ll．5）
　　　（12，7）
午穿区ホす落言十
　2，264．24
　7，423．44
11，689，04
　　　404．68
19，517，16
21，781．40
　　　641．72
　　　　13．24
　　　　　3．84
　　　310．56
　　　109，56
　　　406．64
　　327．64
1，485．56
1，544．64
　　　75．40
2，735．44
　　　74．68
　　914，48
4，355．48
5，344．64
　　（％）
（1．1）
（16．9）
伽．4）
（37．3）
（38．5）
（3．4）
（11，0）
（2．7）
（O．8）
（O．6）
（2．0）
（13，7）
（20，5）
（O．6）
（ユユ．8）
（O，5）
（9，3）
（1，7）
（21．6）
（24．0）
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371
．騎士領村落α （％） 騎士領村落β （％） 騎士領木†落計 （％）
?
郡 （％）
59．08（0，1） 59．08 （0．1） 2，407．92（1，6）
2，536．32（2．5） 278．20（2．5） 2，814．52（2．5） 11，492．72（7．7）
1，366．28（1．3｝ 596β6
　　鴨．
k5．5） 1，962．64（1．7） 15，169．92（10．1）
291．96（0．3） 0291．96（0．3） 696．64（0．5）
一
4，194．56（4，1） 874．56（8，0） 5，069．12（4，5） 27，359．28（18，3）
4，253．64（4．ユ） 874．56（8．0） 5，128．20（4．5） 29，767．20（19．9）
（3．2） ．一 3，327．40（2．9） 4，224．20（2．8＞
2，677．56（2．6） 89．72 （0．8） 2，767．28（2．4＞ 2，780．52（1．9）
15，255．48（14．9＞
??．??，
（13，2＞ 16，701．96（14，7） 17，524．64（11．7）
? 3，031．80（3つ） 337．80（3，1） 3，369．60（3．0） 3，879．56（2．6）
（1．5） 24．20（0．2） 1，578．52（1．4） 1，749．12（1．2）
8，437．80（8．2） 295．48（2．7） 8，733．28（7．7） 9，185．28（6．1）
821．4G（0．8） 715．44（6．5＞ 1，536．84（1．4） 1，684．08（1．1）
20，964．84（20．4） 1，874．00（17，11 22，838．84（20．1） 24，184．72（16．2）
35，105．76（34．2） 2，909．12（26，6） 38，014．88（33．5） 41，027．40（27．4）
172．60（0．2） 28．68（0．3） 201．28（0，2） 248．16（0．2）
7，371．05（7．2） 327．20（3．0＞ 7，698．25（6．8） 10，121．93（6．8）
157．52（0．2） 38．24（0，3＞ 195．76（0．2） 310．32（0．2）
12912．56　　， （12．6） 1，945．92（17．8） 14，858．48（13．1＞ 18，283．88（12．2＞
21．84（…） 2L84（…） 21．84（…）
ρ
（1．4＞1，452．24
@　690．48（0，7） 57．76（0，5＞
1，452．24
@　748．24
（1．3）
i0．7）
1，526．92
?C788．40
（1．0）
i1．2）
20，441．13（19．9） 2，311．36（21．1） 22，752．49（20．0） 28，716．13（19．2＞
22，77．8，29（22．2＞
??．??，
（2L9） 25，176．09（22．2） 32，301．45（21．6）
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第1表　村落群別・権利者群別・種目別土地負担（M＞と
区村落α 〔％〉 管区村落 β　（％） 管区村落計 （％） 複合村落 （％）
一　一　一
27．00（0．1） 27．00（0，1）
163．28（2．2＞
一27．00
Q7．00
P6．04
（0．1）
i0．1）
i0，1＞
27．00
Q7．00
P6．04
（0．D
i0．1）
i0．1）
50．80
P63．28
Q14．08
T09．80
P22．04
（0．7）
i2．2）
i2．9）
i6，9）
i1．6）
，
　
16．96（0．1）
一
16．96（0．1） 420．72（5．7）
　　33．00
C738．40
C327．36
C435．12
C648．08
（0，1）
i7．7）
i32．6）
i42．0＞
i1L8）
??．??，??．??，??．??，?????????．?
（19．1）
v（26．8）
i37．7）
i13．4）
@　（1．8）
　　　　33．00
Q，922．00
W，981．32
P1，768．28
R，477．68
@　　109．56
（0．1）
i10．2）
i31．．3＞
i41，0）
i12，1）
i0．4）
　　122，04
P052．56　，　　896．36
Q255．84　，2，539．52
@　889．36
@　　61．04
（1．6）
i14．2）
i12，1）
i30．4）
i34．2）
i12，0）
498．28
W42．88
C410．56
C490．12
（2．2）
i3．7）
i86．3）
i100）
　　　7！．60
??．??，??．??，
（1．2＞
k77．9）
i100）
　　　498．28
@　　914．48
Q4227．28　　，
Q8671．60　　，
（1．7）
i3，2）
i84，5）
i100）
　　466．08
@　323．72
T，684．72
??．??，
（0．8）
i6．3）
i4．4）
i76，5）
i100）
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各村落群土地負担総計に対する割合（％） （その二）
騎士領村落α （％） 騎士領村落 β　（％） 騎士領才†落言十 （％） 全　　　　郡 （％）
134．60（0．1）
i1．0）
52．44（0，5） 187．04（0．2＞ 187．04（0．1）
1，073．16
??．??，
（0．9） 1，236．44（0．8）
147．84（0．D 17．36（0．2） 165．20（0．1） 192．20（0．1）
406．92（0．4） 406．92（0．4） 406．92（0．3）
7U．68（0．7） 71L68（0．6） 762．48（0．5）
1，355．60（1．3） 69．80（0．6）
??．??，
（1．3） 1，615．68（1．1）
2，474．20（2．4） 69．80 （O．6）
??．??，
（2．2） 2，785．08（L9）
??．??，
（5．0）
??．??，
（11．9） 6，431．28（5．7）
??．??，
（4．6）
3，596．40（3．5）
??．??，
（9．9） 4，679．28（4．1）
??????
（3，2）
323．56（0，3） 323．56（0．3） 323．56（0，2）
789．28（Q．8） 789．28（0．7） 789．28（0，5）
58LO8（0．6） 169．92（1．6） 751．00（0．7） 751．00（0．5）
23，507．32（22，9） 2，132．88（19，5） 25640．20　　， （22．6） 26，077．88（17．4）
4，066・．32（4．0） 4，066．32（3．6） 4，066．32（2，7）
??．??，
（4．6）
??．??，
（9．9） 5，792．12（5，1） 5，914．16（4．0）
37999．72　　， （37．0） 4，681．20（42，8） 42680．92　　， （37．6） 43，766．48（29．2）
??．??，
（8．5）
??．??，
（12，1） 10，019．04（8．8＞ 13837．40　　， （9．2）
16，315．93（15，9＞ 1，830．44（16．7） ！8，146．37（16．0） 29，383．53（19．6）
18，176．00（17．7） 2，081．08（19，0） 20，257．08（17．8） 34，564．88（23．1）
17，173．44（16．7） 2，301．08（2LO） 19，474．52（172）． 23，84L56（15．9）
2，564．16（2．5） 194．12（1．8） 2，758．28（2．4） 2，928．88（2．0）
33，397．36（32，5） 2，428．36（22．2） 35，825．72（31．6） 36790．08　　， （24，6）
??．??，
（6．1） 773．20．（7．1） 7，063．08（6．2） 8，30L28（5．5）
51665．37　　， （50．4） 6，212．60（56．8） 57，877．97（51．0） 87789．97　　， （58．7）
102，611．61（100）． 10，932．48（100） U3，544．09（100） ユ49647．61　　　， （100）
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見える現物貢租（19．6％と46．0％の一部分と0）和）によって覆えされる可能
性がかなり高い，と考えられる。賦役（9．2％と30．1％の一部分と0）和）が第
3位から第2位に浮上することはないであろう。地役権（2．0％と30．1％の一
部分と0）和）は大きくなく，その第4位は多分動かない。
　ここで管区村落と騎士領村落とを小区分して検討しよう。まず，管区村落
α群では，確定しうる貢租（86．3％）が圧倒的に優位にある中で，貨幣貢租
（42．Q％と15．5％の一部分との和）が4種目中の首位にある。この地位は第
2位の現物貢租（32．6％と17．7％の一一部分との和）によって覆えされること
はないであろう。第3位の賦役（7．7％と5．9％の一回分との和）は管区村落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群計におけるよりも小さく，地役権（5．9％の一部分）は微小である。
　次に，管区村落β群では，確定しうる貢租（77．9％）が管区村落群計にお
けるほどではないとしても，非常な優位にある中で，貨幣貢租（37．7％と
14．6％の一部分との和）が4種目中の首位にある。この地位は第2位の現物
貢租（26．8％と14．6％の一部分との和）によって覆えされることはないであ
ろう。第4位の地役権i（1．8％と1．2丁目一部分との和）は微小である。ここ
の特徴は賦役（19．！0／。と1．2％の一部分との和）が，第3位にあるとはいえ，
20％に達するほど高い地位を，複合村落群におけるよりもおそらく高い地位
を占めていることである。
　第3に，騎士領村落α群と同β齋とは，β群のivとviiiがα群のそれより若
干大きな比率を占めるけれども，大体において和似した構成を示している。
両群では騎士領村落群計と同じように，不確定部分が非常に大きいために，
現物貢租と貨幣貢租のどちらが4種目中の首位を占めるか，また，賦役が第
2位に浮上するかどうか，は確定されえない。第4位の地役権は大きくない
（11）管区村落α群と見なされる（Blaschke　1957，　S，189）Grimma郡Ktlhren村にお
　ける償却地代の種目別構成については松尾1978，（1），120－123ページ，参照。ここで
　は賦役34．2％，現物貢租44．2％，貨幣貢租17．5％，放牧権4．1％となって，賦役の比率
　の高さが特徴的である。
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であろう。
4　各権利者群に帰属する土地負担の村落群別・種日別構成を明らかにする
ために第1表から作成されたのが第2表である。まず，領邦君主（a）の全
郡計においては，確定しうる貢租（91．9％）が圧倒的に優位にある中で，貨
幣貢租（51．0％と2．3％の一回分との和）が土地負担4種目の中で支配的であ
る。第2位の現物貢租（38．6％と2，3％の一部分との和）も大きい。これに対
して第3位の賦役（8．！％）はかなり小さく，地役権は全く見られない。ここ
では，viとviiが皆無であるために貢租合計対賦役の比率は確定している。ここ
で今一つ三日されるのは，aへの管区村落β群の土地負担合計は同α群のそ
れの1／3に達しないのに，aへのβ群の賦役はα群のそれを上回ることであ
う。このことは，第1表でaへの管区村落β群のiの比率が同α群のそれの
約4倍に達する事実と関連する。そして，これは，16世紀央以前に形成され
た騎士農場Kalkreuthが，引回君主による取得の後も御料地として存続した
ために生じた事態であろう。
　次に，教会（c）の全郡計にお』いては，確定しうる貢租（88．9％）が圧倒
的に優位にある中で，現物貢租（31．3％と66．8％の一部分との和）が4『種目
の中で支配的となるのではなかろうか。第2位の貨幣貢．租（1．0％と62．1％の
一部分との和）もかなり高い比率を占めることになるであろう。これに対し
て，賦役（0．8％と10．2％の一部門との和）と地役権（0．1％と10，2％の一等
分との和）は微小であろう。
　第3に，騎士領（b）に帰属する土地負担を種目別に見ると，全郡計にお
いて，確定しうる貢租（58．9％）が支配的である中で，第1位の貨幣貢租
　（42．7％と13．6％の一部分との和）が過半を占めるかもしれない。賦役（10．3
％と26．5％の一部分との和）と現物貢租（6．8％と36．O％の一部分との和）の
いずれが第2位になるかは，iv，　vii，とくにviが大きい（合計36．0％）ので
確定できない。第4位の地役権（4．3％と26．5％の一部分との和）が5％より
一141一
376
第2表　各権利者群における土地
管区村
氏@α
管区村
氏Dﾀ
管区村
氏@計
複　合
ｺ　落
騎士領
ｺ落α
騎士領
ｺ落β
騎士領
ｺ落計 全　郡
1 3．6 4．0 7．6 0．3 0．2 0．2 8．1
?
20．2 4．7 25．0 4．2 8．5 0．9 9．5，　38．6
?
31．6 7．7 39．3 5．1 4．6 2．0 6．6 51．0
iv 1．4 1．4 1．0 LO 2．3
a ??
vii ｝　一
um 、51．8 13．8 65．6 9．3 14．1 2．9 17．0 91．9
計 55．4 17．8 73．2 9．6 14．3 2．9 17．2 100
i 1．6 1．6 Q．6 8．1 8．1 lO　3
?
，　●　■　■　，　， ，　○　，　「　■　■ 6．5 0．2 6．7 6．8
iii 2．0 37．2 3．5 40．7 42．7
?
0．8 0．8 0．5 7．4 0．8 8．2 9．5
b V 0．3 0．3 0．1 3．8 0．1 3．8 4．3
vl 1．0 1．0 o．1 20．6 0．7 21．3 22．4
vii O．4 2．0 1．7 3．7 4．1
um 0．8 0．8 2．5 51．！ 4．6 55．7 58．9
?
3．4 0．3 3．6 3．7 85．6 7．1 92．7 100
i・ 0．1 0．5 0．1 0．6 0．8
?
4．0 0．8 4．8 2．7 22．8 LO 23．8 31．3
??
0．1 0．1 O．2 0．1 0．5 0．1 0．6 1．0
iv 7．2 1．3 8．5 2．1 40．0 6．0 46．O 56．6
C v 0．1 ．0ユ 0．1
vi 0．2 0．2 4．5 4．5 4．7
vii 2．6 0．2． 2，．8 0．4 2．1 0．2 2．3 5．5
um 1L3 2．2 13．5 5．0 63．3 7．2 70．4 88．9
言十 14．1 2．4 16．5 5．5 70．5 7．4 77．9 100
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負担の村瀦別種目別構成』 i％）
管区村
氏@α
管区村
氏@β
管区村
氏@計
複　合
ｺ　落
騎士領
ｺ落α
騎士領
ｺ落β
騎士領
ｺ落計 全　郡
d
??????????
1．O
kO
P．0
1．0
P．0
P．0
5．9
P．8
T．9
V．7
4．8
R8．5
T．3
P4．6
Q5．6
S8．7
W8．8
1．9
O．6
Q．5
Q．5
6．7
R8．5
T．9
P4．6
Q5．6
T1．2
X1．3
??????．???．????．?????
e
????????????■　■　．　の　・　●
O．1
｡　．　．　●　◎　，
O．1
1．2
O．3
P．0
O．3
Q．4
11．7
W．2
O．7
P．8
P．3
T3．7
X．3
P0．8
W6．8
3．0
Q．5
O．4
S．9
Q．5
I0．7
14．7
I0．7
O．7
P．8
P．7
T8．6
X．3
P3．3
X7．5
　15．9
@11．0
@　0．7
@　！．8
@　1．7
@59，6
@　9．3
C13．6
P00
??
???????????1．2
S．9
???????、???．???
0．8
P．1
P．6
O．6
O．1
怐@●　●　●　●　，
R．2
S．1
2．0
U．0
V．9
Q．3
O．1
O．3
O．6
P6．2
P9．2
0．6
P．5
P．7
O．6
O．3
O．2
R．8
T．0
5．8
P0．9
P2．1
P1．5
P．7
Q2．3
S．2
R4．5
U8．6
0．9
k2
P．4
k5
O．1
k6
O．5
S．2
V．3
6．7
P2．1
P3．5
I3．Q
P．8
Q3．9
S．7
Rδ．7
V5．9
　　9．2
P9．6
Q3．1
P5．9
@　2．0
Q4．6
@　5．5
T8．7
奄盾n
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　　　　　　　　　　　　ヨを　高くなることは確実である。
　第4に，口前」者不記載（e）を兄よう。これに帰属する土地負担は金郡計の
種目別構成において他の権利者群と著しく異なっており，確定しうる貢租
（13．6％）が非常に小さい。貢租の中では貨幣貢租（0．7％と11．1％の一回分
との和）がとくに小さく，10％を超えないであろう。現物貢租（11．0％と
70，7％の一部分との和）と賦役（15．9％と68．9％のr部分との和）のいずれ
が首位に立つかは，vii，とくにviがきわめて大きい（合計68．9％）ので確定
できない。地役権の比率（1．7％と68．9％の一回分との和）はかなり高く，貨
幣貢租を押さえて第3位を占めるかもしれない。
　ところで，騎士領村落の中でNr．29（4），　Nr．87（1），　Nr，96（1），
Nr．111（2），　Nr．120（1），’Nr．121（2）およびNr．147（1）では，賦
役のみのために400M以上（Nr．147では1300M以上）の委託地代がeとして
発生した。また，Nr．7（3），　Nr．8（1），　Nr．9（3），　Nr．24（1），
Nr．30（1），　Nr．43（2），　Nr．47（1），　Nr．82（2），　Nr．89（1），　Nr．
90（1），Nr．112（1）およびNr．149（1）では，賦役＋現物貢租＋地役権
のために400M以上（Nr．89では1400M以⊥）の委託地代がeとして発生し
た。他方，aおよび。に帰属する土地負担のうち騎士領村落群計における賦
役と地役権から発生したものは僅小（aで0．2％およびゼロ，cで0．6％と6．8
％の一部分との和および0．1％と6．8％の一部分との和）である。このことか
ら，eの大部分は騎士領に帰属するものであり，当該村落の土地・裁判領主
が権利者である場合に自明のこととして権利者の記載が省略された，と推定
されうるので’はなかろうか。
　さらに，権利者不記載の一委託地代（Nr．155（1））についてGroBは全
（12）Grimma郡の騎士領Trebsenに支払われた償却金額の種目別構成については松尾
　1978，（！），123－125ページ，参照。ここでは賦役60，5％，現物貢租28．0％，放牧権
　11．5％となつ’て，賦役の比率が異常に高く，貨幣貢租は存在しない。
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第3表　Zschieschen村における賦役と賃租の償却
賦
?
現 物
?
租
賦役評価 賦役償却金額 現物賃租
人数 畜賦役（日） 手賦役（日） 鶏 （羽）
?
（個）
償却金額額（1人）
週1人年合計 週エ人 年合計 1　人合計 1　人合　酎 1　　人 合　計
フーフェ農 4 2 320｝ 一 1壱 6 40 16012Tlr 300Tlr1200Tlr
をフーフェ農 1 1去 60 一 一 1 1 33 33 9Tlr 225Tlr 225Tlr
｝フーフェ農 2 1 80 一 一
?
1士 20 40 6Tlr 150Tlr300Tlr
園　地　農 7 一 一 12 84 一 一 一 一 lTlr14　Gr39Tlr14　Gr
277Tir
総　　　計 14 460 84 8壱 333 2002Tlr161Tlr14　Gr
国償却委員会文書（1835年4月26日／1836年5月2q日付第169号および1843
年2月23日／3月31日付第3853号）に基づいて次の事実を明らかにしている。
「グローセンハイン管区（Amt）の騎士領Zschieschenとこの村の賦役義務
ある住民との賦役償却〔交渉〕は1833年に始まった。」同村の保有農の賦役と
　　　　　　　く131現物賃租は第3表の通りである。「これらの義務は，『この賦役と現物賃租が
〔現在の〕騎士領所有者によっても，権利あるこの所領を所有することにな
る相続入によっても，決して再び要求されるべきでない』との騎士領所有者
の明確な保証の下に1834年1月1日から消滅した。」賦役の評価額とそれの25
倍の償却金額および賃租の償却金額も第3表に示されている（ターラーは
Tlr，グロッシェンIS　Grと略記）。「1842年8月22日になされた地代銀行によ
る償却地代の引受けへの提議が全国委員会で承認された後，土地所有農民はそ
の地代を地代銀行に委託した。騎士領所有者は2000Tlrの一時金を地代証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1の券で，8Tlr10Grを現金で支払われ，受け取った。」この場合，　Gr6Belの
（13）GroB，　S．！30　f．より作成。この表で（i）手賦役の区分単位が「週1人」となつ
　ているが，「年1人」のことであろう。（ii）卵の総計が333となっているが，233が正
　しいであろう。（iii）賦役償却金額の園地農の合計欄（したがって総計の欄）において
　2Grが脱落している。
（14）GroB，　S，130　f，なお，この一時金額はマルクに換算すると6Q25Mであり，それの
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第4表　　想定騎士領　（b十e）
村落群別・種目別土地負担 （M） と各村落群土地負担総計
管区村落α（％） 管区村落β（％） 管区村落計（％） 複合村落　（％） 騎士領村落α（％）
i 657．76（2．9） 657．76（2．3）764．88（10，3）8，463．16（8．2）
?
13，24（0．1） 13．24（・…う 122，04（1．6），273，96（6．1）
? 3，84（一う 3．84（…・う 818．84（11．0）15，579．04（15，2）
lv 3ユ0．56（ユ．4） 3ユ0．56（】．ユ） ユ99．40（2．7）3，82LO8（3．7＞
〉 109．56（1．8） 109．56（0．4） 61．04（0．8）2，135．40（2，1）
vi 423．60（1．9） 423，60（1．5） 466．08（6，3）31，945．12（31，1）
vii
一 一　一　一 147．24（2．0） 4，887．72（4、8＞
，
viii 327．64（1，5） 327．64（1．1），140，28（15．3） 25，674．08（25．0）
計1 1，409，GO（6．3）109．56（1，8）エ，518．56（5，3） 2，579．52（34．7） 73，105．48（71．2）
資料に記載されていない権利者は，当村の土地・裁判領主たる騎士領所有者
であったのである。
　そこで，eのすべてが騎士領のものである，と想、刺して第ユ表から作成さ
れたのが第4表である。この表で，想定騎士領（b十e）に帰属する土地負
担全郡計を種目別に見ると，確定しうる貢租（35．5％）は支配的でない。ま
た，賦役（13，2％と48．4％の一部分との和），現物貢租（8．9％と53．9％の一一
部分との和），貨幣貢租（21．0％と12．3％の一回分との和）の3種目について順
位を確定することは，viiとくにviが大きい（合計48．4％）ので不可能である。
地役権（2．9％と48．4％の一部分との和）はかなり高い比率を占めるとして
も，第3位に進出することはないであろう。なお，第4表において騎士領村
落α群と同β群との間で土地負担構成上の顕著な差異は見出されない。
　以上から，主要な3権利者群に帰属する土地負担の種目別構成を比較する
属に当る年地代額は241Mである。これがGr6Belの委託地代額234．96Mと一一致しな
い理由は明らかでない。
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における土地負担とその構成
に対する割合（％） 土地負担の村落．群別 種目別構成 （％〉
騎士領村落β（％） 騎士領村落計（％）　　　　　　　　　　　　　． 全　　郡（％）
管区率；
氏@α
管区村
祉ﾀ
管区村
氏@計
複合
ｺ落
騎士領
ｺ落α
騎士領
ｺ落β
騎＝！．瀕
ｺ落計全郡
1，295．52（11．9）9，758．68（8．6）11，181．32（7．5＞0．8一 0．8 0．910．01．5ユ1．513．2
1，172．60（10．7）7，446．56（6．6）7，581．84（5．1） 一 0．1 7．4 1．4 8．88．9
1，446．48（13．2） 17，025．52（15．0＞ 17，848．20（11．9＞■　ρ　■ 一 1．018．41．720．12LO
337．80（3．1）4，158，88（3．7）4，668．84（3．1）0．4一 0．4 0．2 4．5 0．44．9 5．5
194．12（1．8＞2．329．52（2．1）2，500ユ2（！．7）｝ 0．1 0．・1 ○ユ 2．5 0．2 2．72．9
2，428，36（22．2）34β73．48（30．3＞35，263．16（23，6）0．5｝ 0．5 0．537．72．940．5 41．6
7！5．44（6．5）5，603．16（4．9＞ 5，750，40（3．8）一 一 ．　一 0．2 5．80．8 6．6 6．8
21956．88（27．0）28，630．96（25．2）30，128．88（20．1）0．4一 04／．3 3G．33．533，835．5
7，590．32（69．4）80，695．80（71，1）184，793．88（56，7）1．7 0．］． 1．8 3，086．29．095．2ユ00
と，三三君主aでは貨幣貢租が支配的である。教会。では現物貢租が支配的
であろう。確定しうる貢租は両者において圧倒的な高さにある。賦役はaで
はかなり高いが，cでは微小，地役権はaでは皆無，　cでも微小であろう。
それに対して，騎士領bでは貨幣貢租が支配的であるかもしれないが，賦役
と現物貢租の順位は明らかにしえない。地役権は第4位であるとはいえ，a
と。におけるよりはるかに高い比率を占める。また，想定騎士領b十eでは，
不確定部分が巨大であるために，確定しうる貢租は支配的とならず，賦役・
現物貢租・貨幣貢租の順位も決定されえない。第4位の地役権の割合はaと
。におけるより大きいであろう。
5　権利者群dに帰属する土地負担については4で言及されなかったが，こ
の権利者群が多様な権利者群を便宜上統合したものであったから，本来の権
利者群D－K，「その他」（これは（3）2の分類のd③を示す）に戻して考
察しよう。村落群別の区分をしないで（第2表に示されているように，dに
帰属する土地負担は大部分が騎士領村落，とくに同α群がらのものである）
集計した第5表から次のことが分かる。
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第5表　権利者群dにおける土地負担（M）の種目別・権利者群一構r」丈
D E G H J K その他 全　　郡
????．???「?」
74．16 22」80 70．56 19．52187．04
iii 229．88 190．28
’
816．281236．44
iv 27．00 29．00 11．36 124．84192．20
V 310．92 96．00 406．92
vi
、
v五 4．48 5．60 752．』S0 762．48
viii 27．00 258．88 85．52 213．08 70．56’960．641615．68
計 27．00 258．88 90．00 218．68 1063．3270．561056．642785．08
（％） （1．0） （9．3） （3．2） （7．9） （38．2） （2，5） （37．9） （100）
①D（特殊な分農場Obergavernitz），　K（内容不明の土地所有者）およ
びG（酒屋・粉屋）の比率は微小である。
②E（ゲマインデ）の比率は10％に達せず，土地負担の大部分は貨幣貢租
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1　5）である。その中の65％はMeiBen市に，35％はそれぞれの村に帰属する。
③H（保有地）の比率は10％に達せず，土地負担の大部分は貨幣貢租であ
る。保有地はザクセンで一般的には土地負担の権利者たりえないにもかかわ
らず，ここで権利者として現われているのは何故か。この疑問はそれぞれの
個別的事情の解明によってしか解答されえない。しかし，本表の「その他」
の権利者の中にB＋H（Nr．33（9）とNr，73（5）一この合計額はd全
体の28，9％に達する）があることから，次の推定が許されるかもしれない。
すなわち，Hとは，保有地の資格を保持したままで騎士農場に編入された土
地（Bに加算しうる土地）を三昧する，と。もっとも，ザクセンで軽微な程
（15）ザクセンの村落共同体は法人として土地を所有し，地代を収取しえた。
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度においてではあれ，農民追放が実施されたことを実証したBlaschkeによ
れば，当郡を含むザクセン北部平地では個別的農民保有地没収より幽は挙村的
　　　　　　　　　　　（16）没収が主として行なわれた，という。なお，少額の土地負担の権利者として
E十H（Nr．83（8））も現われている。
④J（保有農）の比率は高く，40％に近い。保有農が土地負担の権利者と
なるのは何故か。この土地負担を種目別に見ると，vとviiである。まず，前
者（d全体の11．2％）は放牧権Wとその他の地役権iwであり，農民が領主の
　（17）
土地あるいは他の農民の土地において行使してきた地役権の廃棄の際に発生
したものであろう。本表で「その他」の権利者に含まれるC＋J（Nr．24
（3））のvも同様であろう。次に，viiの中の大部分701．60　M（d全体の25．2
％〉は）q（賦役への反対給付〉である。viiの残りの部分（Nr．92（10））は
GrbBelの資料で2度にわたって“Erbzinsen　und　eiserne　Kapitalien　des
HUfners＿．zu　NUnchritz”と記載されているものである。　Gr6Belの資料
に所有格で示される固有名詞は，他の場合にはすべて土地負担の権利者と兇
なされえたので，ここでもJに分類されたが，’この場合に保有農が何故に世
襲賃租　　今一つの「定額の資本」は内容不明である　　の権利者となりう
るのか，は明らかでない。この所有格は例外的に土地負担の義務者を意味す
るのであろうか。この最後者を除き，農民相互間の地役権をゼロと想定して
算出されるJのW，Wおよび兄の合計額IOI2．52M（d全体の36．4％一Nr．
24（3）のC＋Jの珊がすべてJに帰属すると仮定しても1108．52Mで，　d全
（16）Blaschke　1955，　S，111．挙村的没収の例の中に当日のSkassa（Nr．125），　Stroga
　（→Zabeltitz　Nr．150），　Tiefenau　（Nr．136），　Zschorna　（一レDobra　Nr．24）　が
　挙げられ，Hohndorf（Nr．44），　Kalkreuth（Nr，46），　Tauscha（Nr．134）における
　農民地没収も言及されている。（Blaschke　1955，　S．102　f．，1Q6　f．，113．）
（17）Kaditz村，騎士領Trebsen，　Kuckau，　Laske，　Panschwitz，　Sch6nau，Schwein－
　erden，　Berthelsdorf村の例は松尾1978，（1）108，124一一125ページ，（ll）153－157
　ページ，参照。ただし，KuckauからSchweinerdenまでの5村では農民の地役権が
　領主地の割譲によって償却された。
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第6表　確定した貨1幣貢租iii（M＞の
　　　　a　（％）1　b
田　　 ユ4，805．04（42．8）　13，013．28（37　6）
rv　1　364．88　（1．1）1　495．52　（1．4）
VI　一一　1　170．44　（O．5）
田十IV　　　　　　　　　　　　　　　2，825．28　（8　2）
その他　　　　　　　　　1，020。12（30）
at　115，169．　．92　〈43．9）117，524．64　（50．7）
（％） C （％） d （％） e （％）
37．6） 310．32
@一
（0，9）
??．??，
（3．6）
（1．4＞
（0．5＞ 一 323．56（0．9）
（8．2）
（3．0）
T0．7） 310．32（0．9）
??．??，
（3．6） 323．56（0．9）
第7表　確定した地役権v　（M）の
％） C （％） d （％〉 e （％）
．0） 21．84（0，7） 10．44（0．4） 751．00（25．6）
256．56（8．8）
??）
21．84（0．7＞
139．92
S06．92
（4．8＞
i13．9） 751．00（25．6＞
体の39．8％）が，非特権的な保有農に帰属す弓土地負担である，と推定され
る。
⑤「その他」の権利者でこれまで言及されなかったものは，B＋F（Nr．63
（8）とNr．117（10））およびA’＋C（Nr．76（3））である。前者の土地負
担は微小であり，後者のそれ（d全体の4．5％）も大きくない。
　以上，dに帰属する土地負担は，種目別に見ると，保有農のそれを除けば
大部分が貨幣貢租である。
6　ここで種目別構成の分析に若干の補足をしよう。まず，第6表は，確定
した貨幣貢租iiiの種目別構成（1且，　IV，　V）を権利者群別と3村落区別に示
したものである。全郡の種目別構成（「その他」は，HI十Wを除く皿，　W，　V
の組み合わせを示す）において貨幣貢租III（85．0％と11．2％の一部分との和）
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種目別構成（権利者群易rl・3村落群別）
　b＋e　（o／．）
13，013．28　（37．6）
　495，52　（1．4）
　494．00　（1．4）
2，825．28　（8，2）
1，020．12　（3，0）
17，848，20　〈51．6＞
管区村落　（％）
11，768．28　（34，0）
11，768．28　（34．0）
複合村落　（％） 騎士領村落（％）
2，498．56（7．2）
@　40．96　（0．1）
Q，539，52（7．3）
15，098、24（43，7）
@　860，40（2，5）
@　494，00　（1．4）
Q，784．32　（8．1＞
?C020．12（3．0＞
Q0，257，08（58，6）
全　　郡　（％＞
29，365，08　（85．0）
　860．40　（2，5）
　494．00　（1．4）
2，825．28　（8．2）
1，020．12　（3．o）
34，564．88　（100）
種目別構成（権利者群別・3村落群別）
　b＋e　（％〉　管区村落
2，479．12　（84，6）　ll　109，56
　21．00　（O．7）
2，500．12　（85．4）　ll　109．56
（％） 複合村落 （％） 騎士領村落 （％） 全　　郡 （％）
3．7） 61．04（2，1） 2，340．80
@256．56
@160．92
（79．9）
i8．8）
i5．5）
2，51L40
@256，56
@160，92
（85．7）
i8，8）
i5．5）
3、7） 61．04（2．1） 2，758．28（94．2） 2，928．88（100）
が圧倒的に大きい。世襲借地賃租Vは4％以下，保有移転貢租IVは10％以下
であろう。皿以外のiiiの大部分は騎士領村落に見出され，それの多くはbに
帰属する。全体として見ると，iiiは主としてaとbの皿である。
　第2に，第7表は，確定した地役権vの種目別構成（VI，　W）を権利者群
別と3村落群別に示したものである。全郡の種目別構成において放牧権V［
（85．7％と5．5％の一部分との和）が1王倒的に大きく，その他の地役権Wは10％
をあまり超えないであろう。VI以外のvが見出されるのは騎士領村落におい
てのみである。それの大部分が帰属するdにあってはViよりWがはるかに高
い地位を占める。全体として見ると，Vは主としてbとeの，したがってb＋e
のVIである。
　最後に第8表は，世襲賃租IXを貨幣貢租と想定した場合に現物・貨幣貢租
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a
b
c
d
e
合計
第8表 現物・貨幣貢租ivにおける貨幣貢租想定増加額（M）
と各村落群土地負担総計に対する割合（％）
管区村落 （％） 複合村落 （％） 騎士領村落 （％〉 全　　郡 （％）
404．68（1．4＞
310．56（1．1） 25．12（0，3） 2，273．08（2．0）
　404．68
Q，608．76
（0．3）
i1．7）
（0．1）27．00 23．00（…・う 50．OO（・…う
742．24（2．6） 25．12
（d．3）
2，296．08（2．0） 3，063．44（2．0）
ivの中で貨幣貢租と確定されうる土地負担を3村落群別に示している。上の
想定の下では湯中の金額が｛Vから差し引かれ，iiiに追加されるわけであるが，
土地負担総計の中での地位が低い（全郡計で2．0％）ために，それが3－5の
分析結果に影響することはないと考えられる。
7　土地負担の村落虚血構成の考察に移ると，第2表が示すように全郡の土
地負担総計は管区村落群計に19．2％（うち管区村落a群に15．0％，同β群に
4．1％），複合村落群に5．0％，騎士領村落群計に75．9％（うち騎士領村落α群
に68．6％，同β群に7．3％）配分されている。
　各権利者群について見ると，まず，aに帰属する土地負担は，管区村落群
からのものが最大であるが，他の村落群からのそれもかなり大きい（計26．8
％）。次に，cに帰属する土地負担で最大のものは騎士領村落群，第2位が管
区村落群，第3位が複合村落群となっており，しかも，3村落群口の比率は
土地負担全郡総計における3村落群間の比率に近い。第3に，d，bお』よびe
（したがってb＋e　第4表）に帰属する土地負担は，騎士領村落群から
のものが圧倒的に大きい（90％以上）。とりわけeでは97．5％がそうであると
いう事実は，b＋eを騎士領と見なす想定の根拠を補強するように思われる。
　　　　　　　　　　　（18）　以上から，主要3権利者群を比較すると，cに帰属する土地負担は土地負担金
（！8）aはすべての管区村落と複合村落に兄出される。しかし，複合村落たるNr．49，
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郡総計とほぼ同じ比率で3村落串間に配分されているが，bおよびb＋eにあっ
ては大部分が騎士領村落群からのものであり（bで92．7％，b十eで95．2％），
複合村落群・管区村落群の地位は低い（合計してbで7．30／。，b＋eで4．8％）。
それに対して，aにあっては管区村落群からのものが最大（73．2％）である
とはいえ，複合村落群（9，6％）と騎士領村落群（17，2％）もかなり負担して
　C19）
いる。
　各権利者群に帰属する土地負担が各村落群の土地負担総額に占める比率を
第！表・第4表で検討すると，まず，管区村落群計ではbおよびb十eは僅
・j・（5．2ないし5．3％），cは第2位（18．6％）であるのに対して，　aはきわめ
て大きい（76．0％）。小区分したβ群で見るとaが圧倒的に大きく，α群では
　　　　　　　　　　　　　　ceo）aの地位はそれよりやや低下する。
　次に，複合村落群ではaが首位にあるが，支配的ではない（38．5％）。cは
第2位（24．0％），bは第3位（20．5％）である。しかし，　b十eで比べると，
これ（34．7％）が第2位でaの比率に近付き，cは第3位となる。
　第3に，騎士領村落群計ではbが首位にあるが，支配的ではない（33．5％）。
けれども，b＋eを取ると非常に大きい（71．1％）。　cが第2位（22．2％），　aは
僅小である（4．5％）。小区分したβ群ではbの地位がα群においてより低い
が，b十eで見ると両者にほとんど差異がない。
　以上のように，aが管区村落群計における圧倒的な高さから複合村落群に
おける比較第1位へ，さらに騎士領村落群計における僅小な比率へと低下し
　107と騎士領村落たるNr．17，50，66，76，90，103，ユ30にはbが，そのうちのNr．
　50，！07にはb十eも，兄出されない。cが記録されていないのはNr．32，85，136の
　3村である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し（19）もちろん，領邦君主への租税は，償却の対象たる土地負担ではないから，本稿の考
　察の対象とはならない。
（20）旧註（11）のKUhren村における償却地代の権利者群別構成については松尾1978，
　（工），122－123ページ，参照。ここでは，a41．9％，　b7．0％，　c43．8％，　d〔Wurzen
　の製粉所〕7．2％となって，cがきわめて高い。
一lor3一
388
てゆき，逆にbが僅小な比率から有力な第3位へ，さらに比較第1位へ（b
＋eで見ると僅小な比率から第2位へ，さらに圧倒的な高さへと一層急激に）
上昇することは，18世紀後半の土地・裁判領主を基準とした村落の3区分が
償却実施の時期においても大体において維持されていたことを示すものであ
ろう。また，bが騎士領村落群計において単独では支配的とならず，　b＋eと
してはじめて支配的となる事態も，b＋eを想定騎士領と見なすことを許すの
ではなかろうか。
　主要3権利者群を全郡で見るとaは19．9％で第3位，cは21．6％で第2位
である。bは27．4％で第1位ではあるが，支配的ではなく，第2位の。を7
％程度上回るにすぎない。b＋e’を取ってはじめて支配的となる（56．7％）。
　また，a，　cおよびb＋eの合計は管区村落群計で99．9％，複合村落群で97．2
％，騎士領村落群計で97．8％，下郡で98．2％であり，土地負担のほとんど全
部を占めている。当郡における土地負担は大部分が，想定騎士領，領邦君主，
教会を権利者とするものであったのである。
　これと逆に，権利者群dの比率は全郡計で1．9％，各村落群でもきわめて小
さい。しかも，既述の非特権的な保有農Jに帰属すると推定される部分は，
土地負担全郡総計の僅か0．7％（C＋Jのすべてを加えても0．7％）であって，
全体の傾向を問題にする場合には無視してもよい高さであろう。
（4）単位当り土地負担（その一）
1　土地負担の構成についての検討を一応終えたところで，他のデータを付
け加えることによって，単位当り土地負担を算出し，村落群別に比較しよう。
まず，1ha当りの土地負担の比較を試みる。
　　　ほ）
　第9表の農村部面積は1913年の当郡のそれ（Riesa市を含む）を村落群肝
（1）農村部面積は（2）で挙げられた各村面積を，耕地面積は（2）の各村耕地面積を
　村落群別に集計したものである。「総面積」については本文参照。なお，1900年の土地
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第9表　当場の村落群別面積・耕地面積（ha）（1913年）
管区村落α 口恥落β 管区村落計 複合村落 騎士領村落α 騎＝1瀬村落β 騎士領村落計 全　　　郡
農村部面積
@（％） 11」02（15．912，155〔3．1）3，257（19，0）
21898（4．2）48，220（69，1）5，429（7．8）53，649（76．9＞69，805（100）
総面積
@　（％）
18，125（23．7＞2，898（3．8） 55，473（72．5）76，497（100）
耕地面積
A（％） 7、805く16．4）1，499（3．2）9、304（19．6＞2，479（5．2）32，478（68．4）3，206（6．8）35，684（75，2）47．465（100）
耕地率
A／①（％） 70．3 69．6 70．2 85．5 67．4 59．1 66．5 68．0
に示している。1913年の自治体（都市・農村）領域は償却実施の時期のそれ
　　　　　　　　　　　とほぼ同一と兇なされるとしても，この農村部面積を直接に土地負担と関連さ
せることはあまり意味がない。この面積は，一．方では国有地を含まず，他方で
は農用地・林地1道路などをすべて含んでいるからである。
　この農村部面積を3村落品別に見ると，管区村落群計の比率は19％にすぎ
ず，複合村落群のそれを全部加えても24％に達しない。しかし，当郡におい
て領邦君主がかって土地・裁判領主として直接的に支配した領域を考える場
合には，この面積では不十分である。そこで，ザクセン王国の国有林区は自
治体領域とは行政上全く別個の領域として取り扱われていたけれども，便宜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上次の計算をしよう。すなわち，かつての騎士領所属都市Radeburgの面積
　利用調査村別数字はSieber（1901）に公表されているが，これは国有林を全く含ん
　でおらず，また，正確さにやや欠けるように思われる。
（2）Arndt（S．64f．）によれば，Freiberg郡と国有林を除くドレースデン県5郡の自治
　体領域940のうち，耕地を全然もたないか，1838／43年と1913年とで20％以上の領域変
　更を示したものは69のみであった。この大きな領域変更は近隣自治体との領域交換か
　ら生じた。小さな領域変更は，1913年には自治体領域全部が調査対象とされたのに対
　して，1838／43年には非課税の国有地・教会地は調査されなかったために生じた。
（3）1913年の面積は1805ha，耕地822　haであった。（Georgi，　S．84．）ザクセンの騎士
　領所属都市（ad］ige，　Vasallen－oder　Patrimonial－Stadt）は土地・裁判領主とし
　ての騎士領に所属じ（いて，「ザクセン改革」に至るまで身分制議会に代表を送る権限を
　もたなかったQ（Behrendts，　S．4；Schlechte，　S．10；Blaschke　1956b，　S．135．）
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とZeithain練兵場に買収された旧Gohrisch村の面積（⊥述（1）2）と
を騎士領村落群計の農村部面積に加算し，練兵場の残りの部分と御料地・国
有林を管区村落群計のそれに加算しよう。
　管区村落群計の面積に加えられるもののうち，
　　　　　　　　　　　　C4）まず，1895年創設の練兵場はライヒに所属するが，
ここでは，旧Gohrisch村を除く部分が国有地と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛5）見なされる。当郡の国有林面積は第10表から判明
するように，1893－1900年に大幅に減少したが，こ
の減少（2172ha）は，練兵場が大部分は旧国有林区
　第10表　当郡の国有林
面積（ha）（1883－1913年）
1883年
1893年
1900年
1913年
4，275
4，275
2，103
2，193
に創設されたことに主として起因すると考えられるからである。次に，当郡1唯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
一一ﾌ御料地Kalkreuthの面積の変化は第11表の通りである。この御料地と
分農場Bieberachとは当郡の同名の管区村落（β群）に所在し，1832年の
「騎士領名簿」に同名の騎士領として記載されたものである。今一つの分農
　Radeburg市の領主は18世紀にもRg　Radeburgであった。（Blaschke　1957，　S，56，
　VgL　BIaschke　1956b，　S．138．）この騎士領は1832年の「騎．士領名簿」（Gesetz－
　sammlung　1832，　S．428）に記載されており，全国検地の際に6571　SEと評価された。
　　（Steuern，　S．　20，）
（4）練兵場全体の面積は1913年に2064ha，耕地7haであった。（Georgi，　S．85．）
（5）1883－1900年の面積はBiederbick，　S．60．1913年の面積はForstrevier　WeiBig
　とForstrevier　B6hla，　exemter　Tei1との合計（うち耕地27ha）。ただし，1913年
　にSteinbach（71　ha），　Kleintrebnitz（64ha）など8村（計159　ha）にある国有林は
　各回の村域に含められていて，国有林面積に計上されていない。（Georgi，　S．84f．，
　123，）この面積は小さいから第9・10表では無視されている。なお，当郡の国有林面
　積に関する別種の数字として次のものがある。1879年3830ha（Langsdorff　ユ881，　S．
　44），1883年3630ha（Langsdorffユ889，　S．64），1900年2056ha．（Mammen，　S．241；
　Hamann，　S．254．）ここでは，単年度のものでないBiederbickの統計に従う。
（6）19世紀央（1838／43年と1855年）の面積はGrundflachen，　S．76，から1sachs．
　Acker＝0，5haとして概算したもので，正確さにやや欠ける（第26表参照〉。　（Steu－
　ern（S．20）では，Bieberachを含む御料地Kalkreuthの全：国検地評価額が10547　SE
　とされており，Grundf】achen（S．76）では，同じ評価額のこの御料地が1838／43年
　に1219．5Ackerの面積をもつ，とされているから，19世紀央のこの御料地の而積に1よ
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第11表　御料地Kalkreuthの面積（ha）（19世紀央一1913年）
農　　　　場　　　　名 面　　積 耕地面積 耕地率（％）
1g世紀央 Kalkreuth
????
Kalkreuth 388 184
分農場Bieberach 109 76
1877年 ク　Reiherstand 147 76
病院の池（Naundorf） 39
合計 683 336 49．2
Kalkreuth（分農場Bieberachを含む）498 313
分農場Reiherstand 147 99
1882年
病院の池（Naund・rf） 38 P　，　顧　，　■　■
合計 683 412 60．3
1913年
｛
Kalkreuth（分農場BieberachとRei－
??窒?盾?ｨよび病院の池を含む） 630 414 65．7
場Reiherhof（1880年前後には分農場Reiherstandが記録されているが，同　　，　C7）一のものと考えられる）．は管区村落β群のRostig（Nr．／18）に所在した。
　御料地（分農場）Bieberachが含まれるわけである。これにはReiherstandの面積
　もはい’，ているの℃はなかろうか。）ユ877年はJahrbuch　1880，　S，36f．；Langsdorff
　1881，S・45，より；1882年はJahrbuch　1885，S・82　f．；Langsdorff　1889，　S。62；Gebauer，S．
　93，より；1913年はGeorgi，　S．84，より。一t　このように，この御料地の面積は
　19世紀央から1877年までの期間に若干増大しているが，ザクセン王国の全御料地面積
　は1838／43年5961ha，1855年5043ha（以一ヒ，　Grundfla’chen，　S、76，より概算。Vgl．
　Reuning　1865，　S．20），1864年52ユ9ha，1874年5ユ06ha（以．fl，　Langsdorffユ876，　S．17．
　Vg1．　Langsdorff　1881，　S．44＞，！877年3789ha　（Jahrbuch　1880，　S，41），1882年
　3768ha　（Jahrbuch　1885，　S．　87；　Langsdorff　1889，　S．　61；　Gebauer，　S．　9．3），
　1885年頃3682ha（Jahrbuch／886，　S．67），1894年頃3176　ha（Jahrbuch　l895，
　S、80），1899年2978ha　Oahrbuch　1902，　S．173），1913年2592ha（Jahrbuch　19！4
　／1915，S．231）であって，1864年から（1855年の数字は邦議会への報告で，過小と
　考えられるのでこれを無視すると，1843年から）1913年まで減少を続けている。
（7）Blaschke（1957，　S．58）によればRostig村には1412年に分農場が所在した。Rei－
　herhof　1はこの分農場の後身であるかもしれない。
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さらに，病院の池が1880年前後に所在するとされているNaundorfは，当郡
にある同名2村のうち，御料地に近いNr．81のことであろう。これは騎士領
村落であるけれども，而積の大きくない病院の池は管区村落の面積に入れて
おこう。いずれにせよ，分農場を含む御料地Kalkreuthの面積は1913年まで
の約60年間に若干増大した。第3に，19世紀央の当郡の国有林面積は知られ
ていない（裁判区（Gerichtsamt）別
のそれは後出第1嚇11P酬・セ第’2表ザ宇和鴨聯（ha）
ン王国の国有林は第12表の示すように
1913年（練兵場を含まず）までの半世
紀間に約15％拡大した。したがって，
当郡の国有林面積（練兵場を含む）は
19世紀央以降減少していない，と推定
される。以上から，1913年の当郡の御
料地・国有林・練兵場面積を19世紀央
の国有地面積と兄なして，当面不都合
はないであろう。
1857年
1861年
1864年
1874年
1877年
1882年
1892年
1899年
1913年
138，678
141，587
156，715　（100％）
164，698
167，534
171，892
175，396
173，963
180．920　（l15．40／，）
　こうして得られたのが第9表の総面積（村落群別）である。この総面積に
おいて，領邦君主の直接的支配領域は24％以一ドであり，複合村落群の総面積
全部を加えても28％に達しない。騎士領支配領域が70％を超えるわけである。
ところで，Blaschkeは，！500年頃のザクセンでは全農民の約2／3が騎士領
に，残りの1／3が他の土地・裁判領主（画派君主など）に所属したが，領邦
（8）1857年の面積はGrundflachen，　S．75，より概算（Vgl，　Grundflachen，　S．70；
　Steuern，　S．ユ7；Viehbesitz，　S．101；E：ngel，　S．33；Reuning　1865，　S．20）；1861年は
　E＝rgebnisse，　S．88，　より概算：；1864，74年はLangsdorff　1876，　S．17（Vg1．　Langs－
　dorff　1881，　S．44＞；1877右i三は　Jahrbuch／880，　S．33　（Vgl．　Langsdorff　1889，
　S．61，513）；1882年はJahrbuch　l885，　S．79；1892年はJahrもuch　l895，　S．78；
　1899年は　Jahrbuch　1902，　S．　171；　1913年は　J　ahrbuch　19ユ4／1915，　S．　110　（Vgl．
　Georgi，　S．　159）．
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君主のその後の取得・購入と修道院解散によって18世紀には全領土の約1／2
　　　　　　　　　　　　　（91が管区直轄地域になっていた，と述べている。全ザクセンの18世紀の比率と
比較すれば，当郡総面積に占める領邦君主直接支配領域の割合はきわめて小
さく，逆に，騎士領支配領域の割合は大きい，と言える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第13表は，第9表の当郡総面積にか　　　第13表　当郡の総面積合計と
　　　　国有地面積（ha）（1913年）　　　つての領邦君主直属都市GroBenhain
国　　有　　地（％）
　御料地（％）
｛
　国有林・練兵場（％）
非国有地（％）
総面積合計（％）
5，027　（6．5）
　630　（O．8）
4，397　（5．7）
71，990　（93．5）
77，018　（100）
　　｛11）
の面積を加えた当郡総面積合計の中で
国有地の占める比率を示している。そ
れは7％に達しない。本領地域および
ザクセン王国全体では国有地はどの程
度であるか。　1838／43年の全国検地
U2）
の結果を修正した1857年の数値（第14表）によると，国有地の比率は本領地
域で約13％，王国全体で約11％である。したがって，当郡の国有地比率は本領地
域・全国平均より低いわけである。
　しかしながら，御料地だけを見ると，当郡におけるその比率（第13表で0．8
％）は本傾地域（・．5％）と全国（・．4％）の諜を上回。ている．その軸
（9）　Blaschke　1965a，　S．　241，　250・
（ユ0）　「総面積合計」は本文参照，他の面積は第9－11表から。ただし，本門の国右林には，
　村域に計上された国有林159ha（前註（5））が加算されている。
（11）1913年の面積は521ha，耕地338　haであった。（Georgi，　S．85．）ザクセンの領置君
　主直属都市（schriftsassige　Stadt＞は身分制議会に代表を送る権限をもち，その裁判権は
　市参事会によって掌握されていた。GroBenhain市は1728年の「邦議会に関する条令」
　によって身分熟議会第3院大委員会の構成員と定められていた。（Codex　1772，S，41；
　R6mer，　S．　17，21；Behrendts，　S．　4；Schlechte，　S，　10；Blaschke　1956b，S，　137；
　Blasch］〈e　1957，　S・　48．）
（ユ2）Grundflachen，　S．71，75，より概算。　Vgl．　Steuern，　S．73－76．なお，全国の教
　会・学校の土地のうち19586Ackerは林地，649Ackerは教会敷地・墓地であり，残
　り（63％）の大部分は教区所有地（PfarrgUter）である。全国の自治体の土地のうち
　37635Acker（51％）は林地である。（Grundflachen，　S，76，参照。）
（13）全御料地の面積は，19世紀央の数字（脚註（6））のうち大きい方（1838／43年〉を
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第14表　4裁判区・本領地域・ザクセン王国の土地所有構成（Acker＞（1857年）
全　　国　　農　　村　　部
ザ　ク　セ　ン　王　国
（O／e）
教会・学
Zの土地
自治体
ﾌ土地
都市内の
?､用地
騎士農場　他の私有地　私有地計 合　　計
，469　　　　　6，538　　　　　8、007L 431，575 15ユ 16，277　　　　　　60，108　　　　　76．38587，861
15　　　　　　　　　　15 736 473 64 7．255　　　　　　19，834　　　　　27，08928，376
，698　　　　　5，455　　　　　7，ユ53 338 179 286　　　　　　9，518　　　　　　9，80417，475
ユ4　　　　　　　　　　　14 466 296 6，036　　　　　　16，819　　　　22，85523，630
，196　　　　111993　　　　1511893，283 2，523a1529、854　　　　106、279　　　136，133157， 42
2．0）　　　　　（7．6）　　　　　（9，7） （2．1） （1．6） （0，1） （19．0）　　　　　　（67．5）　　　　　（86，5） （100）
34，30334β83 292，925　　　」，442，366　　1，735，292
，471　　　269，552　　　287，02341，24356，553 8，120313，226　　　1，566，｝13　　1，879、3402，272，278
0．8）　　　　　　（11．9）　　　　　　（12．6） （1．8） （2，5） （o、4） （13，8）　　　　　　（68．9）　　　　（82，7） （100）
45，496 43，638 411，48】　　i，715，848　2，127，329
，493　　　277，356　　　294，84954，55274，4058β97432，444　　　1，851，195　　2，283、6392，716，342
0．6）　　　　（10，2）　　　　　（ユ0，9） （2．0） （2．7） （0，3） （15．9）　　　　　　｛68．2）　　　　　（84．1＞ （ユ00）
は1838／43年にも1877・82年にも御料地Kalkreuthが，．分農場を含めた総面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
積において全御料地中最大のものであったからである。なお，当郡はグロー
センハイン，ラーデブルク（Radeburg）両裁判区の全部とモーリツブルク
（Moritzburg），リーザ（Riesa）両裁判区の一部とを統合して1873年に創
　　　115）
設されたが，この4裁判区合計（第14表）において国有地の比率はどの項目
　取っても全国総面積の0．4％にすぎない。また，第14表の「御料地など」でバウツェン
　県にあるのは22Ackerにすぎないから，さらに，　Grundflachen，　S．76，の御料地一
　覧表にはオーバーラウジツの御料地が記載されていないから，御料地はすべて本領
　地域にあると考えられる。（ただし，Steuem，　S．17，では国有農用地合計18123　Acker
　のうち878Ackerはバウツェン県にある，とされている。）　そうだとすると，御料地
　は本領地域総面積のQ．5％を占めることになる。一同じ1g世紀央についての，正確
　さに一層欠ける統計のうちReuning（1865，　S．20）では御料地は全国総面積の0．4％，
　国有地合計は1！」％を占め，Engel（S、33，より）では「御料地など」0．4％，国有地
　合計10．7％であり，Steuern（S．17，より）では国有地合計10．7％であった。
（14）　Vgl．　Grundflachen，　S．76；Jahrbuch　！880，　S．36－39；　Langsdorff　1881，　S．45；
　Jahrbuch　1885，　S．　82－85；Langsdorff　1889，　S，　62；Gebauer，　S・　93　f．
（15）　Biederbick，　S．　152，
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も当郡より高くなっている。これは，当郡に組み入れられなかった，Mo’窒奄狽噤|
　　　　　　　　　　　　　q6｝burg城周辺の広大な国有地のためである。
2　土地負担は主として耕地に賦課されたが，第9表の耕地面積は1913年の
当郡のそれを村落群別に示している。農村部面積と耕地面積から計算された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔IT耕地率は複合村落群で異常に高く，騎士領村落β群で最も低いけれども，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サの耕地率においては，農村部面積に国有地は含まれないことが留意されねば
ならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）　当郡全体・本領地域・ザクセン王国における耕地率の変化は第15表に示さ
（16）これは1913年には2038haとなっている。（Georg｛，　S．81．）
（17）耕地率の最高，最低は第1に，複合村落がすべて当郡南部にあったこと，第2に，
　騎士領村落β群については，広大な村域をもつ3村（Nr，29，121，151）がいずれも
　当郡北部にあったこと，と関連するであろう。Arndt（Karte　I＞によれば，19世紀
　央の当郡南部・西部には耕地率の高い村が多く，北部，とくに東部には低い村が多か
　つたからである。なお，後註（41＞参照。
（18）全国の数字はJahrbthch　1907，　S．134；！913年のみはJahrbuch　1914／1915，　S．
　111（Vgl．　Georgi，　S．63）；本領地域の1878年の数字はJahrbuch！880，　S．62f．，
　よv）　；1883年はJahrbuch　1886，　S．1Q2f．，より；1893年はJahrbuch　1895，　S．234f．，
　Sieber　1895，　S，232f．，より；1900年はJahrbuch工902，　S．269，より；1913年は
　Jahrbuch　1914／1915，　S．111，より（Vgl．　Georgi，　S．1、21　f．）；当郡の数字は
　Biederbick，　S．58，66，より．（Vgl．Langsdorff　1881，　S．28；Langsdorff　1889，
　S．43；Sieber　1895，　S．185；Georgi，　S．ユ21．）
　　（i）第15表における1900年と1913年の当郡総面積はMammen（S．239）の1900年
　　の数字，第13表の1913年の数字より204ha広くなっている。第15表の当郡総面積には，
　　1913年の土地利用統計でMeiBen郡に…括計上されていたエルベ河流路（999ha
　　Georgi，　S．121＞の当郡帰属分が追加されていると考えられる。
　　（ii＞行政区頭としての当郡の総面積は1B84年頃にも1915年にも79571ha，本領地域の
　　総面積は両年とも1252321ha，ザクセン王国の総面積は両年とも1499294haとされてい
　　るQ　（Jahrbuch　1885，　S．14；Jahrbuch　1914／1915，　S．12．　VgL　Langsdorff
　　1881，S．7；Langsdorff　1889，　S．4．）当郡のこの総面積が第15コ口土地利用調
　　査における当郡総面積より何故に1500－2500haも大きくなるか，しかも，当郡を構成
　　する自治体がユ875年（後出第41，42表参照）と1913年とで変化していないにもかかわ
　　らず，何故にそうなるか，は明らかでない。それに対して，本領地域については総面
　　積は土地利用調査の結果より250　一9500ha，全国については2400－9900ha広いだけで
　　ある。
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第15表 当郡・本領地域・ザクセン王国の耕地面積（ha）と耕地率（％）
　（1838／43－1913年）
．1838／43年1878年 1883年1893年1900年1913年
総　面　積 ① 78，019 77，028 77，18677223　， 77，223
? 農用地面積 ② 58，982 59，010 58，59658，25258，866
耕地面積 ③ 忙 48，178 49，168 48，623 48，42949，073
郡 農．用地率 ②／① 75．6 76．6 75．9 75．476．2
耕　地　率 ③／① 61．8 63．8 63．0 62．763．5’
総　面’積 ④ 1，252，066 1，246，5071，242，746 1，243，448 1，247，201
? 農用地面積 ⑤ 852，261 856，177868，360862，342859，677??
耕地面積 ⑥
，
688，ユ30702，542716，383713，173711，899
域 農用地率 ⑤／④ 68．1 68．7 69．9 69．4 68．9
耕　地　率 ⑥／④ 55．0 56．4 57．6 57．4 57．1
緯面積 ⑦ 1，496，890 1，496，715 1，492，4911．489β661，489，806 1，494，004??
農用地面積 ⑧ 982，6701，015，2181，021，0301，034，842 1，028，143 1，025，012㌻
耕地面積 ⑨ 785，180812，268 831，226 847，3523 7 9841，740??
農用地率 ⑧／⑦ 65．6 67．8 68．4 69．5 69．0 68．6
耕　地　率 ⑨／⑦ 52．5 54．3 55．7 56．9 56．6 56．4
第16表　当期・本領地域・ザクセン王国の高度帯別農用地分布（％）　（1880年頃）
高　度　帯 1GOm以下101－250m25ユー400m401－550m551－700m700m以上
当　　　　郡 6．7 93．3 ㎜ 一本領地域 0．6 42．0 26．7 19．5 10．1 1．0
ザクセン王国 0．5 42．1 30．6 17．1 8．5 0．9
　　　　　　　　　　　　れている。当郡は，第16表から明らかなように平地にあり，耕地率が本領地
域・全国平均（この両者は非常に近似している）よりかなり高い。（なお，当
郡域の耕地率が判明しない19世紀央について，グローセンハインなど4裁判区
（19）Langsdorff　1881，　S．31；Langsdorff　1889，　S．45，　より。
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第17表　4裁判区・本領地域・ザクセン王国の農用地
　　　面積（Acker）・農用地率（％）（19世紀央）
総 面　積 農用地面租 農用地率
グローセンハイ ン裁判区 86，948 63，31072．8
? 一デブルク 〃 28，377 18，725 66．0
モーリツブルク ? 17，485 8，290 47．4
?
一　　　ザ 〃 23，630 20，926 88．6
4 裁　判　区
? ?
156440　　， 1！1・25！ 71．1
?
領　　地 域 2，267，6491，481，534、65．3
ザ ク　セ　　ン 王
?
2，710，5321，771，75865．4
と本領地域・ザクセン王
国の農用地率を1838／43
年の検地結果の修正値か
　　　　　　　　　　ceo）ら計算したものが第17表
である。4裁判区合計の
農用地率が当帰の1878年
のそれ（第15表）より4．5
％も低くなっているのは，
Moritzburg城周辺の
広大な国有林のためであ
り，当郡の領域で見れば，農用地率は71ユ％より数％は高くなるであろう。）
　本稿にとって重要な1838／43年の村別耕地率についてはArndtが，当郡を
含むドレースデン県5郡のそれ（国有林を除く）と，1838／43年から1913年
　　　　　　　　　　　　　　　　el｝までの耕地率の変化を地図に示している。しかし，これらの地図の村別数字
は鮮明でなく，しばしば判読できない。また，当郡全体については1838／43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ce2）年の耕地率が64．0％，1913年までのそれの増加率が6’．0％と計算されている
が，この数値は当郡全体の耕地率ではなく，各自治体領域の耕地率の平均値
である。そこで我々はArndtの数値を取らないで，1913年の各村落群の耕地
面積（第9表）を！9世紀央のそれと想定しよう。第15割引ら判るように，当
年の耕地率の上昇は！878年から！913年までの期問に全国平均（2．1％）より小
さい1．7％であって，1838／43年から1913年までの」二昇も全国平均（3．9％）
より小さいと考えられる。したがって，当郡の1913年の耕地面積は19世紀央
のそれと大差ないであろう。
（20）　Ergebnisse，　S．82，88，　より。
（21）　Arndt，　Karte　I　und　V．
（22）　Arndt，　S．　41，　44，　64．
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　この村落群別耕地面積に基づいて耕地1ha当りの土地負担を計算するため
に，まず，1913年目管区村落群の耕地面積　　これは御料地の耕地を含んで
いない一を19世紀央の同村落群の農民耕地と想定しよう。御料地Kalk－
reuth（分農場を含む）の耕地率は第11表に示されたように⊥昇したが，総面積
の変化は大きくないからである。
　次に，第9表の複合村落群と騎士領村落群の耕地面積の中にはかつての権
利者の耕地が含まれている。その中心をなす騎士農場の耕地面積はどれほど
　へであるか。「騎士農場が独自の領域（Flurbezirk）をもっことは，ザクセン
ではきわめて稀である。そのために，騎士農場の面積を自治体のそれから区
　　　　　　　　　　　　　｛23｝別して知ることも可能でない。」この稀な事例は1913年の当郡について3農場
　　　　　　　　⑫4）に見られる（第18表）。しかし，この3農場の数値を一般化することはできな
いQ騎士農場Zschorna
の耕地率は騎士領村落群
計のそれと比べて，同β
群のそれと比べてさえ低
すぎるからであり，他の
2農場は独立の騎士農場
　　　　　　　　ce5）とは見なされえないから
である。
第18表　当郡における独自の領域3農場の面積（ha＞
　　　・耕地率（％〉（ユ913年）
所在地 総面積 耕地面積 耕地率
騎士農場ZschQrnaNr．24 622 133 21．4
農場KolkwitzNr．133 98 92 93．9
Stroga Nr，150489 415 84．9
　当今創設前のグローセンハインなど4裁判区と本領地域・ザクセン王国に
おける騎士農場の総面積（1857年）は前出第14表に含まれている。また，
（23）　Georgi，　S．　62．
（24）Georgi，　S。84f。，より。
（25）Kolkwitzは，　StrieBen村（1764年目g　Naundorf所属）の一部をなすEinze！gut
　であり，1764年に管区に所属した。（Blaschke　1957，　S．49，右0．）Strogaは，　Zabel－
　titz村（1764年Rg　Zabeltitz所属）の一部をなす分農場であり，1791年にRg　Za－
　beltitzに所属した。（Blaschke　l957，　S．60，63．）
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第19表　本領地域とザクセン王国の
　　　　馬奇ゴ＝領委交　（1847／48年）
御　料
私有のもの
?
本領地域 ザクセン､　　用
地 〔29〕 29
も 716 997
斜な騎士領 16 26
士農場 700 971
計 〔745〕 1，026
第20表　4裁判区・本領地域・ザクセン王国の騎
　士農場の数と平均面積（Acker）（19世紀・央）
農場数 平均面積
グローセンハイン裁判区 24 678．2
ラーデブルク ? 12 604．6
モーリ・ツブルク ク 0
?
リ　　　一　　　ザ 〃 14 431．1
3　　裁　　判
? 50 591．3
本　　領　　地 域 700 447．5
ザ　ク　セ　ン　王
? 971 445．4
1847／48年の本領地域と全国の
　　　　　　　　（26）
騎士領野は第19表，1843年の4
　　　　　　　　　　　　　　en裁判区の騎士農場数は第20表の
通りであった。以上の騎士農場
の数と総面積から導かれる騎士
農場平均面積は第20表に示され
ている。（ただし，各裁判区と本
領地域の平均而積はあまり正
確でない）。本領地域および全
　　　　　　tz8）
国の平均面積（この両者はほと
んど同一である）と比較すると
りーザ裁判区のそれはやや小さ
いが，ラーデブルクとくにグロ
ーセンハイン裁判区のそれは大
きい。そのために，上述の3裁
判区の騎士農場平均面積は本領
地域・全国平均より約30％大き
（26）Engel，　S，ユ29，213，215．　VgL　Zeise　1965，　S．30；Zeise　1968，　S．248．本表の
　　「特殊な騎士領」とは，償却進行中の権利のみを保持して，土地を所有せぬものであ
　る。なお，1832年の「騎士領名簿」では騎士領の総数は全国で1027，本領地域に756であり
　　（Gesetzsammlung　1832，　S．427－434），　GroB（S．27）の挙げる1840年目1史料では
　全国で1077であった。
（27）平均面積については本文参照r全国・本領地域の騎士農場数は第19表から，4裁判
　区のそれはSteuern，　S．20，から。3裁判区の騎士農場平均面積は，第14表に騎士
　農場面積が示されているけれどもSteuern（S・20）では騎士農場数ゼロとされてい
　るモーリツブルク裁判区を除外して計算されたものである。これら3裁判区の騎士領
　は，すべて騎士農場と兄なされる。Engel（S・214　f．）によれば「特殊な騎士領」はド
　レースデン県のうちDresden・Pirna両裁判区にのみあるが，この区域は当郡郡域と
　重ならない，と考えられるからである。ただし，1843年と1857年とでは裁判区の区域
　が同一一でないようであり，1847／48年と1857年とでは本領地域あ領域が異なるから，
　各裁判区・本領地域の騎士農場平均面積は全国のそれほど正確ではない。
（28）　（i）Enge］（S．112）はザクセン三E国の騎士農場平均面積を434　Ackerと述べ，
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に9）
い。しかしながら，第20表においてある程度明らかになった当郡の騎士農場
平均面積は，19世紀央における騎士農場の耕地率が不明であるために，当面
の課題にとって利用できない。
3　騎士農場の大きさに関する今一つのデータとして「租税単位」（Steu一
　　　　　　　　　（30｝　（31）ereinheit）評価額がある。第21表は当郡の騎士農場の租税単位規模別分
布（1843年忌とグローセンハイン税務区・本領地域・ザクセン王国のそれ
　Zeise（1965，　S，30；ユ968，　S，248）はこれが240　haに当ると主張している。　Reuning
　　（1856，S．26，　Vgl．　Zeise　1965，　S．23；Zeise　1968，　S．244）によればザクセン王
　国の騎士農場土地所有規模は100　Acker（約50ha）以上であり，　Gr。B（S，35）によ
　れば50－300　haである。　K6tzschke（S．175）によれば，一般に50ha以．上，小規模のも
　の26－50haである。
　　（ii）1853年のザクセン王国家畜所有者の土地所有規模調査に基づいて騎士農場総数
　1083，その総面積402915Acker（Viehbesitz，　S．106）（したがって平均約186　ha），
　あるいは総数1086，総面積402816Acker（Viehstand，　S．6f．）（したがって平均約
　186　ha）という数字が公表きれている。しかし，この騎士農場総数は大きすぎ　　い
　くっかの分農場が独立の騎士農場として算えられたのではなかろうか。一，総面積
　は小さすぎるように思われる。
　　（iii）Bautzen郡の34騎士農場の総面積（1838／43年）についてはVgL　Hartstock，
　Tab．皿und］IV．
（29）1882年の全国農業経営調査によれば，当郡の農用地50ha以圭経営（総数92）の平
　均農用地面積は145．4haで，本領地域（経営総数1289）の平均（124．4ha）とザクセ
　ン王国（経営総数1564）の平均（125，0　ha）より約15％広い。その場合，この平均農
　用地面積が当該経営の経営総面積平均に占める割合は，当郡で81．1％，本領地域で
　82．6％，全国で79．9％であった。なお，全農業経営の平均農用地面積は当郡8．2ha，
　本領地域5．4ha，全国5．2haであった。　（B6hmert　1884，　S．154，166，214，より。
　VgL　LangsdQrff　188g，　S．58f．；Biederbick，　S．30f．）1895年の農業経営調査の結
　果もほとんど同一である。（Vgl．　Sieber　1897，　S．158－161，167，191；Biederbick，
　S．　30　f．）
（30）　「租税単位」は，ザクセン王国で1838一・43年に行なわれた検地と一筆毎の土地査定に
　基づく「純益」の名称で，1「租税単位」が％Tlrの「純益」を表現した。土地台1帳
　に記載された「租税単位」　数・はその後の変更を許されない。（Gebauer，　S．　i57；
　Rockhausen，　S．　30；Arndt，　S．65－72；Hartstock，　S．　57，）
（31）当郡の数字は，（2）で挙げられた各騎士領の租税単．位を，前註（3）のRg　Rade－
　burgを含めて集計したものである。一括記載については本文参照。他の数字はEngel，
　S．214　f．より。　　当郡農村部所在騎士農場44のうち2は複合村落に，42は騎士領
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第21表　当郡（1843年）とグローセンハイン税務区・本領地域・ザクセン王国
　　　　（1847／48年）の騎士農場租税単位規模別分布
?
郡 グローセンハイン税務区
?
領　　地　　域 ザ ク　セ　ン王国
租脱単位規模
7 農場数 租税単f立（％） 農場数 国税単位（％） 農場数 租税単位（％） 農場数 租税単位（％）
一　500 一 1 34〔・） 21 3，875（0，1）28 5，597（0．1）
501－1，000一 一 10 7，852｛0．2）16 12，121（0．2）
1，00｝1，50D1 1，073（0．4） 1 1、073（0．5）12 14，650〔0．3）28 34，917（O．6）
1，501－3，00013 28，531（11．6）13 27，992（11．8）94 2ユ81950〔4．5）149 343，766（5．5）
3．001－5，0001ユ 40，627〔16．5）12 43，382（18．3｝167 656，963（13．4＞245 969，447（ユ5，5）　　　　　　　　　，
5，001－7，50010 62，652（25．5）12 73，192（30，911621，015，974（20，8）2231，395，992（22．3）
7，50レ10、0003 25．521（10．4＞4 34135D（14．5）96 826，921（16．9）1221、050．499（16．8）
10，001－20，0007 87，307（35．513 35，798（15，1）1131．470，887（30．1）34L753，865（27．8）
20，001－30，000一 1 21，ユ62（8．9） 19 458，223（9．4）20 484，937（7．7）
30．001一 一 一 6 217．998（4．5）6 217、998（3．5）
合　　　計 45 245，71ユ（100）47 236、984〔100）7004，892．293（ユ00）9716，269，139（100）
平　　　均 5，460．2 5，042．2 6，989．O 6，456．4
（1847／48年）を示す。当郡について，2騎士農場の租税単位が一括して記
載されている場合（DallwitzとD6britzchen，　ZabeltitzとFrauenhain），
便宜上その評価額を2騎士農場に折半したために，分布は正確さに欠ける。
しかし，それは租税単位の合計と平均には影響を及ぼさない。これで見ると，
当郡の騎士農場の平均租税単位は本領地域平均より20％以上，全国平均より
村落（38はα群，4はβ群）にあった。Gr6Belの資料には，　BaBlitz（（1）の註（25）
（i）〉をBaselitzと見なすならば，当郡内の騎士領として42が挙げられており，
Radeburgの外にMifhlbachとZschauitzへの言及がない。また，当郡内に権利を
もつ他郡所在の騎士領としてGr6Belの資料はBornitz，　Kreinitz，　Seerhausen，
Strehla（以上Oschatz君IS），　Hirscllstein，　Porschwitz（以上MeiBen郡），　GroB－
kmehlen，　Kleinkmehlen（以上プロイセンLiebenwerda郡）を，　Blaschke（1957）
はBornitz，　Strehla　（Oschatz郡），　Hirschstein　（MeiBen郡），　Fichtenberg，
GroBkmehlen，　Saathain（Liebenwerda郡）を挙げている。ウィーン会議までザクセン
王国の領土であったLiebenwerda郡は，土地制度．上は中部ドイツ荘園制の地域であ
る。農場領主制の支配するオーバーラウジツ（その中のKamenz郡は当郡に隣接す
る）の騎士領は，両資料で言及されない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32｝約15％小さい。グ二一センハイン税務区における平均租税単位は当郡のそれ
より一層小さく，本領地域の72％，全国平均の約80％である。また，当郡と
グ四一センハイン税務区の租税単位分布は本領地域と全国のそれより概して
低評価額騎士農場に偏っている。
　租税単位評価額に関しては，やや新しいが，120租税単位以上の農用地（国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）有地を除く）の統計（1877年）もある。所在地別租税単位（第22表）で騎士
農場の平均租税単位を比較すると，当郡のそれは本領地域平均の71％，全国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34｝平均の74％，にすぎない。なお，この農用地租税単位を所有者類別（第23表）
に見ると，大部分が個人・家族であり，当郡ではその比率が本領地域・全国
平均より高い。
　当郡は以上のように，騎士農場の平均面積で見ると全国平均より大きいが，
租税単位評価額では全国平均より小さい。この奇異な事態はどうして生じる
　　　　　　　　　　（35）
のであろうか。第24表が示唆を与えてくれる。すなわち，19世紀第4四半期
（32）これは，Gr6Be1の資料が対象とした地域と同じ名称のものであるが，領域は異な
　ると考えられる。Gr6Bel．の税務区と全く重なる当郡と比べて，　Engelの税務区では
　騎士農場租税単位数が小さいからである。
（33＞B6hmert　1880，　S．189　f．，　より。　Vgl．　Langsdorff　188！，　S．37　f．；Langsdorff
　1883，S．200f．一騎士農場はその所在地に関係なく一・括して公表されている。
　　（i）本署の騎士農場租税単位合計が19世紀央のそれ（第21表）より小さくなってい
　るのは，後者が建物・林地など非農用地の租税単位を含むからである。
　　（ii）Langsdorff（1881，　S．33）は，1877年における120租税単位以下の小規模農用
　地の所有者に帰属する租税単位数を全国で約480万と推定している。これは，120租税
　単位以上の農用地の所有者に帰属する租税単位合計の約／6．4％に当る。
　　（iii）1877年における120租税単位以上の全所有地を租税単位規模別分布で見ると，所
　有地数においてもその租税単位数においても当郡の比率は本領地域・全国のそれより
　低評価額所有地の方に偏っている。（Vg】，　B6hmert　1880，　S．202，205；Langsdorff
　1881，　S，　36；Langsdorff　1883，　S．　！99；Langsdorff　1889，　S，　52，）
（34）Bbhmert　1880，　S．19！．　Vgl．　Langsdorff　188／，　S．39．本表で教会・学校は
　Kirchen，　Schulen，　Pfarren，　Stiftungen　usw．，社団法人はVereine　und　sonstige
　Korporationenのことである。
（35＞Biederbick，　S．115　urld　Tab．30，より。
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第22表　当郡・本領地域・ザクセン王国の所在地別農用地租税単位（1877年）
?
騎 ＝【：　綴　場 農村の所右地 都市の所有地
? ?
?
租税単位　（％）
?
祖税単位　（％）
?
租税単位　（％）
?
租税単位　（％）
当　　郡 50 225，517（22，5）2，015 758，522（75．7＞65 ユ7，898（1．8）2，1301，001，937（100）
呼　均〕 〔4，510．3〕 〔376，4〕 〔275．4〕 〔470．4〕
本領地域 7104．482．694（ユ8．0）40β6719、057、526（76．5）3，5821，369、5Q7幽i5，5）44，65924，909．725（1QO）
〔平　均〕 〔6．313．7〕 〔472．1〕 〔382．3〕 〔557．8〕
ザクセン王国 9665，912．811（20，2）47，36621、859．473（74，5＞4，0001，553．700〔5，3）52，33229，325，983〔100）
〔．平　均〕 〔6．120．9〕’ 〔461，5〕 〔388，4｝ 〔560．4〕
第23表　当郡・本領地域・ザクセン王国の所有者類別農用地租税単位（！877年〉
個人・家族 自　治　体
　　　　　1教会・学校
社団法人 合　　　計
数 SE％ 数 SE％ 数 SE％ 数 SE％ 数 SE％
当　　　　郡
{領地域
Uクセン王国
2，072
S2，984
T0，380
96ユ
X5．3
X4．6
????L7
Q．0
C2．8
　50
@962
P，127
2．2
Q．3
Q．2
????O．1
O．4
O．3
2，130
S4，659
T2，332
foo
P00
P00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に冬ライ麦は当郡　第24表　当郡とザクセン王国の冬ライ麦栽培地比率（％）と
　　　　　収穫高（dz）（1876－95年）　　　　　　　　　　　　　（50－52％）　におL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてもザクセン王
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国（35一マ40％）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お』いても穀物・爽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果類栽培地の中で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大の面積を占め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る作物であるが，
その冬ライ麦の！ha当り5年平均収穫高（dz＝1QQkg）が当郡では全国平均
を約25％下回るのである。そして，他の主要穀物・褥耕作物についても検証
　　　　〔3日
されている上郡の土地生産性の低さは，自然条件によって大きく規定されて
栽培地比率 収　 穫　　高（対全国比）
当郡 全国 当郡 （％） 全国　（％）
1878年
P883年
P893年
50．1
S9．7
T2．2
40．1
R5．2
S0．4
1876－80年
?W81－85年
P886－90年
P891－95年
10．52（76．2＞
P0．08（75．8）
X．76（71．2）
P236（77．7）
13．8（1GO）
P3．3（100）
P3．7（100）
P5．9（100）
（36）Biederbick，　S．115　f．，120．なお，　Biederbick（S．　n1＞は1846－75年について，主要穀
　物と馬鈴’博の1ha当り収穫高が当郡では令国平均より20一・40％低い，と推定している。
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第25表　4裁判区・本領地域・ザクセン王国の1Acker当り農村の租税単位と
　　　農用地1Acker当り租税単位（19世紀央）
農村のSE 王Acker当阡_村のSE全国順位
農村部総面積
@（Acker♪農用地のSE
農　用　地　ユ
`cker当りSE
グローセンハイン裁判区 692，978 8．63 109 80，299 562，519 8．88
ラーデプル　ク　〃 190，745 7．62 113 25，032 154，045 8．23
モーリツブルク　〃 124，40510．35 ユ01 12，020 91，919 11．19
リ　　　一　　　ザ　〃 463，27619．61 28 23，624 391，49518．71
4　裁　判　区　合　計 1，471，404 10．44 140，975 1．199197810．79
本　　領　　地　　域 30，955，77416．99 1，82ユ，594 25，662，422 ユ7．32
ザ　ク　セ　ン　王　国 36，788，59416．49 2，230，96430，178，983 17．03
いる。当千の気象は農業に最適であるが，当郡の大部分が砂質地であるため
　　　　　　　　　〔3のに土壌が中位であるからである。
　土地生産性の低さは単位面積当りの租税単位評価額の低きに表出される。
グローセンハインなど4裁判区とザクセン王国における1Acker当りの農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）村の租税単位と全国116裁判区中の順位（1843年）は第25表の左の部分，農用
地1Acker当りの租税単位（1838／43年の全国検地の結果を修正した数値
　　　　　　　　t39）から算出されたもの）は同表の右の部分に示されている。リーザを除く3裁
判区では両数値とも全国平均より小さい。とくに，グローセンハイン，ラー
デブルク両裁判区ではそれは全国平均の約！／2しかなく，そのために，4裁
判区合計の租税単位平均も全国平均（本領地域平均）を大幅に下回っている。
これは，1Acker当りの農村の租税単位における全国順位が，ソーザを除
く3裁判区についてきわめて低いことにも反映している。
（37）　Hamann，　S．　146；Schietzel，　S．　10f・，16；Arndt，　S．　30．
（38）Sしeu’ern，　S．18f。，73－76．「農村の租税単位」は農村部所在騎士農場の租税単位数
　を含む。「農村部総面積」は，「lAcker当り農村の租税単位」における単位面積が農
　村部総面積のそれを意味するとの想定の下で計算されたものである。こうして得られ
　た4裁判区合計の1Acker当り農村の租税単位数10．44は，全国裁判区順位で兇ると第
　100位（10．82）と第101位（10．35）の中間に当る。
（39）Ergebnisse，　S．82，88，90，96，98，より。一リーザ裁判区において農用地l
　Acker当り租税単位が本表左側の〔農村部総面積〕1　Acker当り租税単位より低くなって
　いる理由は，明らかでない。
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第26表　御料地Kalkreuthとザクセン王国全御料地における1Acker当りの租税
　　　単位と地代額（19世紀央）
面　　積
iAcker＞租税単位
1Acker
魔閧rE
面　　積
iAcker）租税単位 地代額iTlr）
lAcker
磨@り地代 1SE当闥n代
Kalkreuしh
S御料地
1，219．5
P1，92ユ
ユ0，547
Q08，408
8．6
P7．．5
1，220
P0，868
10，550
P97β36
3，0ユ3
W4，757
2Tlr　ユ4Gr
VTl℃　24Gr
8Gr　6Pf
?QGr　gPf
　また，全国検地の結果からドレースデン県5郡の各自治体領域の1Acker
当り平均租税単位を算出したArndtによれば，当郡では，　MeiBen郡に接す
る西南部に耕地1Acker当り租税単位22．5以上の自治体領域が若干見出さ
れるけれども，大部分の領域ではそれが15未満，過半の領域では10未満であ
（40）
る。農用地・林地合計面積の1Acker当り平均租税単位で見ても，当郡で
は自治体領域の77％が15未満であり，東部・北部の村域は大部分が7．5未満で
　　　（41）　（42）しかない。当郡の土地生産性の低さに関連する今一つの事実は第26表にまと
められている。当郡の御料地Kalkreuthと，これを含むザクセン王国の全御
料地とを対比させると，全国検地によって得られたKalkreuthの総面積1
Acker当り租税単位評価額は全御料地平均の1／2にすぎず（同表の左の部
分），1855年のKalkreuthの1Acker当り’地代額は全御料地平均の1／3に
さえ達しない（同表の右の部分。プフェニヒはPfと略記）。
　　　　　　　｛43）　最後に，第27表は1877年の当郡と本領地域・ザクセン王国についての5．5ha
（40）　Arndt，　S，　74－79　und　Karte　IX．　Vgl．　Schietzel，　S，　60．
（41）Arndt，　S．83　und　Karte、阻．なお，管区村落の多くと複合村落のすべては当郡中
　央部以南，エルベ河以東の地域にある。この地域と当郡東部・北部地域との問で，農
　用地・林地合計！　Acker当りの平均租税単位数にかなりの差異があることを考慮すれ
　ば，総面積（第9表）だけで当郡における領邦君主の直接的支配領域と騎士領支配領
　域との割合を云云することは，適当でないと言わねばならない。もっとも，1Acker
　当り租税単位が全国平均より高いリーザ裁判区（第25表参照。同区の中心部はエルベ
　河以西の地域である）には，騎士領村落しかないのであるが。
（42）　Grundflachen，　S．76，　より。
（43）Langsdorff　1889，　S．50，より。Langsdorff　l883，　S．197，では所有者数が全国で
　45052，本領地域で38649；騎士農場数が当郡で44，本領地域で640，全国で890，と
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第27表　当郡・本領地域・ザクセン王国の規模別農用地（5．5ha以上）
　　　戸斤」｛f者委女　（1877年）
当　　郡1
本領地域｛
数
??
所
ハ舶ル日
??セ??
1　　5．5－
@　10ha
10．1－
Q5ha
25．1－
T0ha
50．1－
V5ha
75．1－
P00ha
100haﾈE合　計 ’このうちR士農場
有者’数 478 1，190ρ　468 4．6 1ユ 12 2，205 45
比（％〉 21．7 54．021．2 珍．1 0．5 0．5 100
イ1’者数 11，076 19，5106，1D7 663 194 17937729　　， 652
比（％） 29．4 51．7 16．2 1．8 0．5 0．5 100
有者 13，15622，40呂7，356 777 221 219 44132　　， 920
比（％） 29．8 50．816．7 L8 0．5 0．5 100
以土農用地所有者規模別統計である。本表の所有者数が同年の農用地租税単
位調査の所有地数（第22表）と比較可能であるとすると，本領地域と全国で
は地表の所有者のうち約85％だけが120租税単位以上の農用地を所有するの
に対して，当郡では本柱の所有者数合計は僅かながら第22表の所有地合計数
を上回ることになる。120租税単位と評価される農用地は当時では5．5haより
多少広いものであったが，本領地域・全国平均で見ると，5．5haよりかなり
狭い農用地であったわけである。これは，当郡の単位地積当り租税単位評価
額が本領地域・全国平均に対して小さいためである。
4　以上のような租税単位評価額の検討にもかかわらず，当郡農村部所在騎
士農場の耕地面積を確定することは可能でない。そこで推計を試みよう。
　　（44）
第28表から騎士農場の占める地位がグローセンハインなど4裁判区と本領地
　されているQ－Reuning（1856，　S．26．　Vgl．　Zeise　1965，　S．23；Ze｛se　1968，　S．
　244）は19世紀央のザクセン王国で！00Acker（約50ha）以上の土地所有を騎士農場，
　10－100　Acker（約5－50　ha）を農民，3－10Acker（約1．5－5ha）を園地農と考えてい
　る。この区分からすれば，3Acker（約1．5ha）以下が小屋住農と兄なされることに
　なる。それに対してHartstock（S，66，71）は1ha以下を小屋住屋と考えている。
（44）第1欄は第14表より；他はErgebnisse，　S．82，88，90，96，より。第14表の各種
　所有地のうち①すべての国有地，②すべての「都市内の公共用地」，③教会・学校の土
　地では694Acker，④私有地では40076　Acker（荒蕪地）は課税されない。（GruI・dfla－
　chen，　S，70，76．）そのためにこれらの土地の租税単位数は第28表第2欄の数字に含
　まれない。
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第28表　4裁判区・本領地域・ザクセン王国における騎士農場の地位
　　　　（19士比糸己央）
グローセンハイン裁判区
ラーデブルク　〃
モーリツブルク　〃
リ　　　一　　　ザ　〃
4裁判区合計
本　　領　　　地　　　域
ザ　ク　セ　ン　王　国
騎士農場面
ﾏの割合〔％）
1租税単位総額
騎
21．3 769，298
26．8 224，056
2．9 124，406
26．4 463，276
21．9 1，581，036
16．7 41，961，4054，
18．9’ 48，525，211
??
士農場のSE（％）
128，026　（16．6）
50，691　（22．6）
　121，839
　300，556
，764，355
6，089，867
（26．3）
（19．0）
（i1．4＞
（12．6）
は租税単位総額に占める騎士農場の割合（全国検地の結果の修正値）
す。モーリツブルクを除く3裁判区ではどちらの比率も全国平均より高く，
そのために，4裁判区合計の比率は両者とも全国平均より高くなっている。
本領地域平均と比べると4裁判区合計の比率はきわめて高い。また，やや新
しいが，1877年の120租税単位以上農用地（国有地を除く）の評価額で見て
も，当郡にお・ける騎士農場の地位は全国平均（20．2％）より高く，本領地域
平均（！8．0％）よりなおさら高く，22．5％であった（第22表）。すなわち，ザ
クセン王国全体にお・ける騎士農場の地位は本領地域のそれより高い一これ
はオーバーラウジッにおける騎士農場の集中を物語る一のであるが，当
郡の騎士農場は総面積で見ても評価額で見ても，その全国平均より高い地位
　　　　　（45）を占めているわけである。
域・ザクセン
王国について
確認される。
同表第1欄は，
第14表からi汁
算された私有
地総面積の中
での騎士農場
面積の割合を，
同表右端の％
　　　　を示
（45）5．5　ha以上農用地所有者の合計に占める50ha以上所有者数の割合は，第27表によれ
　ば当郡で3．1％であり，全国と本領地域のそれ（2．8％）より高い。なお，Zeise（1965，
　S．30f．）は19世紀央のザクセン王国4県の総面積を各県の騎士農場数で割って，騎
　士農場の平均支配領域を計算し，それから，次のことを主張している。この平均支配
　領域が4県中最狭（818ha）のバウツェン県に「騎士農場の最大の集中」が見られる
　こと。それに次いで支配領域が狭いライプツィヒ県（1113ha）を中心とするザクセン
　北部・西北部が「封建的特権的な大土地所有の第2の牙城」であること。これより一
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　今一歩進めて，　上郡
と本領地域・ザクセン王
国の1877年の農用地評価額
（第22表）について，都市
の所有地を除いた騎士農
場と農村の所有地との評
　　　当郡・本領地域・ザクセン王国における騎士農第29表
　　　場と農村の所有地の評価額比較（1877年差
騎士農場 農村の所有地 合　　計
当　　　　郡 22．9 77．1 100
本領地域 19．0 81．0 100
ザクセン王国 21．3 78．7 100
　　　　　　　　　　　　　　（46）価額を対比させたものが第29表である。この比率においても当郡の騎士農場
は全国平均より高い地位，本領地域平均より一層高い地位を占めているが，
騎士農場と農村の所有地についてのこの数値を農村部の全所有地の評価額の
比率と見なすことはできない。騎士農場の一部（本領地域平均で騎士農場面
積の6．5％，全国平均で4．8％一管14表から計算一，当郡では騎士農場総
数45中1，また，租税単位評価額において騎士農場全体の2．7％一第21表
参照　　）は都市部にあったこと，また，1877年の調査は租税単位120以下
の所有地（これはほとんどすべてが騎士農場以外のものである）に及んでい
ないこと，が留意されるべきである。しかしながら，当郡では，都市部の騎
　配領域が広いドレースデン県（1831・ha）では，「騎士農場は主として中部ザクセン北
　部に」，すなわち，当石を含む地域にあったこと。この議論にならって当郡における騎
　士農場の平均支配領域を計算すると，それは17ユ2haとなり，当郡をその一部とするド
　レースデン県のそれよりも狭く，ライプツィヒ県のそれにやや近付いている。しかし
　ながら，この騎士農場平均支配領域なるものは，総面積に占める私有地の割合，耕地
　　（農用地）率，土地生産性が顧慮されていないから，きわめて大まかな指標にすぎな
　い。
（46）本文参照。これより古く，19世紀央のザクセン王国私有地の評価額合計に占める
　割合はEnge】（S．216．　Vg1．　Reuning　1856，　S，27；Zeise！965，　S，30；Zeise　1968，
　S．248）によれば，騎士農場12．99％，農村63．］7％，都市23．84％であった。この数
　字から，その評価額が建物のそれのために高くなっている都市を除外して比率を求め
　ると，騎士農場17．1％，農村82．9％となる。この比率と比べて1877年の全国農用地評
　価額において騎士農場の割合が高まっているのは，1877年には120租税単位以下の所有
　地（前駆（33）（ii））力灘視されたことに一因があるであろう。この小規模所有地を
　すべて農村の所有地と想定すると，構成比は騎士農場18．20／。，農村8L8％となり，19
　世紀央のそれにかなり接近する。
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士農場の地位は低かったから，また，120租税単位以下の小所有地も本領地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C4Z域・全国平均より低’い地位を占めていたと考えられるから，農村の他の全所
有地（農用地）に対する農村部騎士農場農用地の割合は，第29表の22．9％よ
り3％も低下することはないであろう。
　以上を考慮しつつ，ここではまず，土地生産性における村毎の差異を無視
し，次に，当郡の農村部耕地面積（47465ha）に占める農村部騎士農場の耕
地面積の割合を・・％，他のすべ響膿坪網想定・，さらに，個・の騎士
農場の耕地面積は各騎士農場の租税単位評価額に比例する，と想定しよう。
そうすれば，当世農村部の騎士農場44の耕地面積は9493ha，騎士農場の耕地
1ha当りの計算上の租税単位数は25．19となる。また，騎士領村落α群と同
β群に所在する2騎士農場について租税単位数が区分きれないで与えられて
いる場合（ZabeltitzとFrauenhain），便宜上その評価額を2騎士農場に折
半するならば，第30表の計算が成り立つであろう。本表でまず3村落群別に
比較すると，推定農民耕地1ha当り土地負担（以下では1ha当り土地負担と
略記）は管区村落群計で最も軽く，複合村落群がそれに次ぎ，騎士領村落群
（47）1877年の5．5ha以上農用地所有者数統計（第27表）によると，当郡の10－50ha層の
　比率は本領地域・全国平均（所有者数合計の約68％）よりかなり高い（75．2％）のに
　対して，5．5－10ha暦の比率は本領地域・全国平均（約30％）より相当低かった（21．7
　％）。5，5－10ha層についてさえそうであったとすれば，5．5ha以下層の割合は当郡で
　一層小さかったであろう。18世紀央については後出第35・36表参照。1882年の農業経
　営調査で見ると，ザクセン王国平均で農用地5ha以下経営（経営総数の75．7％，本領
　地域で73．8％）は経営面積の15．8％（本領地域で14．3％）を占めていたけれども，当
　郡では5ha以下経営（経営総数の64．2％）は経営面積の10．3％を占めたにすぎない。
　　（B6hmert　1884，　S：154，166，214，218　f，，222　f．，より。　Vgl．　Langsdorff　1889，
　S．58．）1895年調査の結果もほとんど同一’である。
（48）この想定は，第14表においてグローセンハインなど4裁判区合計面積の3．7％（同
　表の「都市内の公共用地」は農村部ではゼロである），第23表において当馬農用地租税
　単位（120単位以上）総額の3．9％を占めた教会・自治体の土地が，先の管区村落群の
　耕地についてと同じく，騎士領村落群・複合村落群の耕地においてもゼロであった，
　と仮定することでもある。前註（12）参照。
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第30表　当郡の推定農民耕地lha
管区村落α 管区村落β 管区村落計
騎士農場租税単位
　　　　　　　　’R士農場推定耕地面積（ha） r一
手佐　定　　農　　民　　封㌻　土州　（ha） 7β05 1，499 9，304
同上1ha当り土地負担（M） 2．88 4．12 3．08
同　上　比（％） 73，1　　1 104．6 78．2
計で最も重い（それが全土平均を超えるのはここだけである）。そして，管区
村落群計の1ha当り土地負担と騎士領村落群計のそれとの較差は，全癒平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛49＞均（3．94M）を基準として約30％である。
　小区分した5村落群別の／ha当り土地負担を比べると，事情は若干異なつ
　　　　　　　　　　　　　（50）てくる。それは管区村落α群で最も軽く，複合村落群がそれに次ぎ，さらに，
全郡平均を超えて管区村落β群，騎士領村落α群，同β群と続いている。そ
のために，管区村落α群と騎士領村落α群との較差は，全郡」F均を基準に
して33％となる。また，騎士領村落α群と同β群との較差は非常に大きく
約30％となる。．ｵかし，これはβ群の騎士農場Frauenhainの租税単位評価
額に関する我々の想定に問題があるからではなかろうか。この想定の下では
β群の騎士農場租税単位数は騎士領村落群計のそれの12．7％にも達するが，
（49＞当郡の中で地力のとくに劣る北部・東部の大部分が騎士領村落であったことをも顧
　慮すれば，両者の較差は一層拡大するかもしれないが，それの確定は現状では可能で
　ない。
（50）Grimma郡のKUhren村について総面積1Acker当りの償却一時金は36　Mと計算
　されている。（松梶1978，（1），123／ミージ。）この村の1913年の耕地面積は647ha
　　（Georgi，　S．101．なお，御料地・分農場はここに存在したことがない。　Vg1．　Bla－
　schke　1957，　S．189）であるから，当郡についてと同じ想定の下に耕地1ha当りの
　委託地代を計算すると，それは2．76M（耕地！ha当り償却地代は2．94　M）となり，当
　郡管区村落α群の平均額とあまり違わない。ただし，この村が19世紀央に所属した
　Wurzen裁判区では，！Acker当り農村の租税単位がかなり高く，17．62（企国1順位
　45位）であった。（Steuern，　S，73、第25表参照。）
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当り土t也負主旺　（村宰客君門別）
複合村落 騎士領村落α 騎土領村落β 騎士領村落計 全　　　　郡
7，983 201，855 29，302 231，157 239，140
316．9 8，013．3 ユ，163．2 9，176．5 9，493
2，162．1 24，464．7 2，042．8 26，507．5 37972　，
3．44 4．ユ9 5．35 4．28 3．94
87．3 106．4 135．8 108．6 100
β群の土地負担は9．6％（第1表より），耕地面積は9．0％（第9表より）を占
めるにすぎないので，あの騎士農場の租税単位は我々の想定より小さいので
はなかろうか。その結果としてβ群の1ha当り土地負担は騎士領村落群計の
それに接近して，α群とβ群との較差は縮小し，それと同時にこのα群と管
区村落α群との上述の較差もいくらか拡大するのではなかろうか。第3に，
管区村落の中でβ群はα群と非常に異なっていて，その1ha当り土地負担は
全山平均を上回り，騎士領村落群計のそれに近付いている。管区村落α群と
同β群の較差は31％である。
　　（5）単位当り土地負担（その二）
1　1ha当り土地負担の村落群議比較の試みに続いて1’人当り土地負担を検
討しよう。
　　　Cl）
　第31表はまず，当郡155村における1834年の村落群別人口を農村部人口と
して示している。（その場合，（！）の2で言及したように，Haidehauser村
の土地負担はGrbBelの資料にあってはLichtensee村のそれに含められて
いると想定され，前者の入口は後者のそれに加算されている。）この農村部
人口で見ると，管区村落群の割合は18％，複合村落群のすべてを加えても
（1）農村部人口は’（，2）の各村人［」を村落群別に集計したもの。Haidehauserと総人
　「1日目いては本文参照。
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第31表　当郡の村落群別人rl（ユ834年）と1人当り土地
農村部人口①（％）
総　人　口　（％）
合甥鹸当（％）
管区村落α管区村落β管区村落計複合村落
4，594　（ユ4．2）　　1，ユ〔｝3
4．90　（106．3）　15，60　（121．5）
5，697　（17．6）　　ユ，729　　（5．3）
5，697　（16，5）　jl，729．　（5，0）
5．03　（109．1）　14．30　（93．3）
騎士領村落。1
22，580（69．6）
　　　　　　4 54（98，5）1
　　　　　1
23％に達しない。
　ところで，Kbrnerによれば，ザクセン王国本領地域における1832年の村
　　　　　　　　　落群別人L口は第32表の通りであった。しかし，同じ1832年のザクセン王国第
　　　　　　　　　　　　　（3）1回人口調査の結果は，第33表に示されたものである。K6rnerの本領地域
農村人口合計は第33表のそれより25万入も多い。K6rnerの統計では管区所
　　〔4｝属都市の人口が管区村落の人［］に，騎士領所属都市の人口が騎士領村落の人
口に加えられているのではなかろうか。そこで，かっての騎士領所属都市
　　　　　　　（5）Radeburgの人口と，1895年まで存続したGohrisch村の人口（（1）2）を騎
士領村落群計のそれに追加したものが，第31表の総人口である。これによる
　　　　　　　　　　　　　　　　16）と，領邦君主直属都市GroBehhainを除く当郡人口の中で，領邦君主が土地
・裁判領主として支配する領民は17％，複合村落群のすべてを加えても22％
にすぎない。当郡住民に対する領邦君主の直接的支配は本領地域平均よりか
（2）Kdmer，　S．工1，より。　VgL　Zeise　1965，　S．32．なお，1834年の第2回入口調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　によれば本領地域の村落数は2872，全王国で3501であった。（Bev61kerung　1834，　S，
　38．）Lommatzsch（S．76）によれば，「司じ1834年の農村臼治体数はザクセン王国全
　体で3135であった。
（3）Bev61kerung　1832，　S．42，より。ザクセン王国合計には「軍職」17843入が含まれ
　る。
（4＞管区所属都市（amtstissige　Stadt）は土地・裁判領主としての領脚君主（その出先
　機関としての管区）に所属しており，身分制議会に代表を送る権限をもたなかった。
　（Behrendts，　S．4；Schlechte，　S．10；Blaschke　1956b，　S．135．）この類型の都市は
　当郡に見出されない。
（5＞その1834年の人口は1967人。（Wachしer，　S．190．）
（6）その1834年の人口は5755人。（Wachter，　S．190．）
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負担（M）
騎士領村落β
2，436　（7．5）
4．49　（97．4）
馬奇＝L＝領†駈落言．卜
25　P16（77　，1）
27’C021（78．4）
4．54　（98．5）
?
郡
32，442　（100）
34，447　〈10e）
4，61　（100）
第32．表 ザクセン王国本領地域農村人日
（1832年）
村落数 人　　　　口 （％）
穿区村落 1，091 309，946（28．1）
奇士領村落 1，942 794，735（71．9）
合　　計 3，0331，104，681（100）
第33表　ザクセン王国人口（ユ832年）
本　領　地　　域
オーバーラウジツ
ザクセン王国
? ?
農　　村 合　　計
63107　　， 852649　　　， 1，315，756
31，572 192，982224554　　　，
94，6791，045，631，558，153
なり弱く，逆に，騎士領の
　　　　　　　（7）支配はやや強い，と言って
よいであろう。しかも，領
民支配に関して騎士領は領
域支配（前出第9表総面積）
においてより一一層優位にあ
るのである。
　第31表には農村島人「．」の1人当り土地負担も掲出されている。3村落群で
比較すると管区村落群計のそれは最高であり，騎士領村落群計のそれより全郡
平均を基準として約10％高い。ところで，Stulzは本領地域において管区領
民の封建的諸負批が騎士領領民のそれのおおよそ1／2ないし！／3であったと主
（7）このことは，第31表の農村部人Ll比率とK6rnerの上ヒ率（第32表）とを直接比較し
　ても変わらない。　　Zeise（1965，　S．30，32；1968，　S．248f．）は次のように主張
　している。ザクセンでは1騎一領に平均して3村（あるいは2一・3村）が，そして，約
　800人が帰属した，すなわち，「騎士領の多くは大抵は比較的少数の領民を搾取した，」
　と。この約800人という領民数は第32表の本領地域騎士領村落人口と第19表のザクセン
　王国騎士農場数から算出されたもの（818．5人）であろうが，騎士農場数を「司じ第19表
　の本領地域のそれとすると，平均領民数は1135．3人となる。この計算方式を当郡に適
　用するならば，平均騎士領領民数は騎士領村落α群（領民数にGohrisch村　　　（1＞
　2　一一一とRadeburg市の人口を加算し，騎士丁数に1（Rg　Radeburg）を加算する）
　で630，4人，同β群で609．0人，騎士領村落群計で628．4人となる。当郡の平均領民数が
　小さいことは，当郡における騎士領の集中を示すと言えるかもしれない。しかし，平
　均騎士領領民数なるものは，領民の階層構成を考慮しない，大まかすぎる指標であろう。
一179一
414
第34表　当郡の村落群別保有瀬戸数（18世紀央）と1フー7エ農当り土地
フーフェ農・（％｝
園地農（％｝
小屋住農〔％）
合　　　　計（％｝
1フーフェ農
当り土地負担〔％｝
　　、ﾇ区村落α 管区村落β 管区村落計 複合村落 騎士領村落α 騎士領村落β
467（69．8）〕17（73，1） 584（70，4）ユ57（88．7） 1，500（60，4） 180（65．7）
52（7．8） 52（6．3） 7（4．0）19ユ（7．7） 12（4．4）．
ユ50（22．4＞ 　　　　　、S3（26．9） 193（23．3） 13（7．3） 792（31．9＞ 82（29，9）
669（100） 160（100＞ 829（100） 177（100＞2，483 0）274〔100）
48，16（77，9） 52．83（85．5）49．1D（79．4）7．34（76，6）8。41〔110．7）60，74　（98，3）
　（sl
張し，それを受けてZeiseは次のように議論を進めている。すなわち，人口
約2000人の管区村落Mildenau（Annaberg郡）の年貨幣貢租は3！1　Tlr　13Gr
3Pf，したがって1人当り5Grであったが，人口！27人の騎士領村落Cunsdorf
bei　Reichenbach　（Plauen郡）の貢租は294Tlr　13　Gr　2　Pf，したがって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人当り2Tlr　10Grであり，これは前者の14倍に等しい，と。この比較の
方式を適用すれば，引回の管区領民は誠に強烈な支配に服していた，という
ことになる。しかしながら，この方式は正しくないように思われる。比較す
べき村落群別平均土地負担は，零細農・寄留者・全家族を算入した全人口の
1人当り土地負担ではなく，標準的農民1戸当りのそれであるからである。
2　19世紀央のザクセン王国の標準的農民数に関する直接的資料は存在しな
　　　　　い。第34表は18世紀央の当郡の村落群別保三農戸数を示している。合計戸数
に占めるフーフェ農の割合は，小区分の5村落群について見ると複合村落群
で非常に高く89％，それに対して，管区村落α群，同β群では70－73％，騎
士領村落α群，同β群では最も低く60－66％であり，零細農（園地農・小屋
（8）　Stulz，　S．　20，
（9）　Zeise　1965，　S．　47　f．
（10）　（2＞の各村保有半数が村落群別に集計される場合，保有農数不記載の村では
　それがゼロと見なされ，18世紀央以外の年の保有農具も18世紀央のそれと想定され
　る。また，3階層の保有農（とくにフーフェ農）はその階層の内部で土地保有規模に
　大きな差異を示していたが，これも全く無視きれる。
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負担（M）
騎±：領村落計
1，680　（60，9）
　203　（7，4）
　874　（3］，7）
2，757　（100）
67．59　（109，4）
?
郡
2，421　（64．3）
262　（7．0）
1，080　（28．7）
3，763　（100）
61．81　（100）
第35表　ザクセンの入［］構成（％）（1550－1843年）
1550年 1750年 1843年
市　　　　　　民 26．7 19．7 162
都市の寄留者 5．1 16．3 17．6
フ　一　フ　ェ　農 49．5 24．6 13．5
園地農・小ノ至住農 4．6 30．4 46．8
農村の寄留者 12．6 8．1 5．4
聖　　職　　者 0．9 0．4 0．2
貴　族　領　主 0．6 0．5 0．3
合　　　　　計 100 100 100
総人口（1000人） 434 1，018 1，856
第36表　当郡の人［構成（18世紀央）
フーフェ農（％）
園’tLb　農　　，　　ノ」、｝tt豊仁箪農　　　（　％　）
農村の寄留者（％）
農村部入口（％）
全　　人　　口（％）
14，526　（52．9）
6，039　（22．0）
　412　〈1，5）
20，977　（76，4）
27，444　（100）
第37表　当郡とザクセンの人口密度（1k㎡当り）
　　　　（1300－1843向つ
1300年1550年 1750年1843年
度郡｛鷺村諜
E・セ・o騨
18．6
Q0．8
P8．5
Q3．0
21ユ
Q6．3
Q2．4
R2．4
26．9
R5．2
R7．7
T9．4
44．6
T5．5
V1．6
P08．2
住農）　の占める割合は複合村
落群で僅かに11％，　それに対
して，管区村落α群，　同β群
では27－30％，騎士領村落α
群，同β群では最も高く34－
40％である。
　　　　ヒ　ところで，Blaschkeは1550，
1750，1843年のザクセンにおけ
　　　　　　　　　　　　　曲る諸社会層別人口構成を第35表
ρ）ように推定している。近世ザ
クセンの1戸当り推定家族数
（高地の新定住地以外のフー
（11＞1550年の数字は本領地域のもの，1750年と1843年はザクセン王国とプロイセン領3
　郡（G6rlitz，　Hoyerswerda，　Rothenburg＞との合計6　Blaschke　1967，　S．190　f．　VgL
　BIaschke　1956a，　S，　149　f．；　B｝aschke　1962，　S．　148　f．；　Blaschke　！965a，　S．　280；
　Blaschke　1965b，　S．　70．
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　　　　　　　　　　　　　　　（12）フェ農で6人，零細農で4．5人）
を当郡にも用いると，18世紀央の
当切農村部全体の人口構成は第36
（13）
表のようになる。当郡はザクセン
全体と比較して農村人口の比率が
高い中で，フー
フェ農の比率
がきわめて高
く，逆に，零
細農と農村の
寄留者の比率
　　　　　　　　　　　　　　（14）
第38表 当国とザクセン王国の人口密度
（1k㎡当り）　（1834－1890年）
1834年 187ユ年 1890年
当　　　　郡
Uクセン王国
54
P06
78
P71
92
Q34
第39表　当郡とザクセン王国の人口密度（1k㎡当り）（1834－1890年）
1834年ユ852年ユ864年187ユ年1875年ユ885年1890年
当　　　　郡
Uクセン王国
51
P07
62
P32
72
P56
76
P70
78
P84
85
Q12
91
Q34
がきわめ・て低い地域に属するわけである。このことは当郡における人口増加
　　　　　　　　　（15）　IS6）　CIT率と関連する。第37，38，39表から明らかになるように，16世紀央以後，当
無（農村部と全体）の人口密度（1km2当り）はザクセンのそれほど急速に
は増労しなかった。第37，38表に表示された18世紀央以後のすべての年度に，
（12）　Blaschke　1965b，　S．　137；　Blaschke　1967，　S．　38．
（13）当郡全人口はBlaschke　1962，　S．153；Blaschke　1967，　S．91；農村部人口はBla－
　schke　1967，　S．91；保有農人口（フーフェ農と園地農・小屋住農）は第34表の戸数
　と推定家族数の積。この保有農人口をEの農村部人口から差し引いたものが農村の寄
　留者と想定された。したがって，農村の聖職者・貴族領主はゼロと見なされている。
（14）Blaschke　（1962，　Abb．16　und　17）によれば，当郡は総人口に占める零細農の割
　合が1550年に4％以下，1750年に12－22％の地域に属し，いずれの年にもザクセン王国
　で，この比率の最も低い諸郡の一つであった。
（15）ザクセンはザクセン王国とプロイセン領3郡。Blaschke　1967，　S．70，78，91，98．
　Vgl，　Blaschke　1962，　S．　153．
（16）Blaschke　1965b，　S．78f．ここでは／834年の当郡について農村人口32480人，都市
　入口9329人，合計41809人とされ，Biederbick（S．12）では合計40ユ54人とされてい
　るが，私の計算では農村人口32480人，都市人口（2市＞7722人，合計40202人である。
（17）　Biederbick，　S．　13．
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当郡の人口密度はザクセン王国26野中24位以下であり，しばしば最下位であ
i18）
る。それは何故か。
　19世紀央のザクセン王国職業別入口調査の結果が示唆を与える。後にその
主要部ないし一・一・i部が当郡を構成することになる！849年の3管区（Amt）と
1861年の4裁判区および本領地域・ザクセン王国について農村人口の職業構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U9）成（家族を含む）を示したものが第40表である。！849年の第1回職業別人口
調査で本領地域・全国農村部を見ると工業入口が農業人口の82－88％にまで
達しているが，グローセンハインなど3管区農村部では工業人口は農業人口
　　　　　　　　　　　　　　（20）の27－36％を占めるにすぎない。また，186！年には本領地域・全国農村部で
工業人口が農業人口を29－34％上回るのに対して，グローセンハイン，ラー
デブルク両裁判区農村部では工業人口は農業入口の40％以下，モーリツブル
ク裁判区では60％以下である。ただし，リーザ裁判区では工業人口が農業人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［21）日より若干大きくなっており，本稿で村と見なしできたRiesaは鉄道交通．一ヒ
〈18）　Blaschke　1962，　S．　153；　Blaschke　1965b，　S．　78f．；　Blaschke　1967，　S．　91，　98，
（19）1849年の数字はBev61kerung　1849，　S．200　f．，210f．，266　f，，より（Vgl．　Zdise
　1965，S．20f．；Zeise　1968，　S．242）；1861年はBev61kerung　1861，　S．78f．，911．，
　より。一ユ855年の職業人口調一査から次の結果が公表されている。農業人VIが全体の
　31％以．Lを占める村を①，商工業入口が31％以上の村を②，どちらでもない村を③で
　表わすと，グローセンハインなど4裁判区農村部（合計19ユ村）では①の185村（96．9
　％）に対して②は僅かに5村（2．6％），③は1村’（0。5％）であるが，ザクセン主国農
　村部（合計3538村）では①80．ユ％，②19．7％，③0．2％であった。本領地域農村部（2921村）
　では①80．8％，②19．0％，③0．1％で，全国の比率とほとんど変らない。（Bev61kerung
　l855，　S．106，115，より。）なお，55年調査でR｛esaは都市と見なされていない。
　1統計表にリーザ裁判区都市部なる項目は存在しないからである。
（20）Riesaはこの時マイセン管区の村と兄なされている。なぜなら，この統計における
　同管区都市部の総人口は11689人である（Bev61kerung　1849，　S，201）が，同管区に
　属するMeiBen市とLommatzsch市の合計人口が，　Wachter（S．190）のザクセン王
　国都市入口統計でこの年に同数と記録されているからである。　、
（21）統計表の区分ではこれはりーザ裁判区都市部であるが，その総人rlはWttchter（S．
　191）におけるRiesaの人口に等しい。
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第40表 3管区・4裁判区と本領地域・ザクセン主国との農村部における職業別人口
（19世紀央）
農　林　業 鉱　工　業 商業・運輸業その他
? ?
ユ849年
グローセンハイン管区（％）
マイセン■t（％）
モーリツブルク　〃　（％）
本　　　　何i　　　1也　　　　i或　（％）
ザクセン王国（％）
グローセンハイン裁判区（％）
ラ　一　デブ　ル　ク　　〃　　（％）
モーリツブルク　〃　（％）
リ　　『　一　　　ザ　　〃　　（％）
本　　　　領　　　　±也　　　　域　（％）
ザクセン王国（％）
Riesa　　　市　　　　　　（％）
17，245　〈67．6）
34，402　（64．9）
6，075　（63．7）
　　　（49，3）
　　｛47．9）
13，678　（62．2）
4，238　（61．2）
3，053　（52，3）
4，406　（39．1）
　　｛38，4）
　　（37．8）
　546　（］1，8）
4，7ユ5　〔ユ8．5）
12．250　（23，1）
2，051　（2i．5）
　　（40．2）
　　（42．1）
1861年
5，322　（24．2）
1，680　（24．3）
1，77］　（30，3｝
4，795　（42，5）
　　（49．5）
　　（50，7）
2，363　（51，2）
762　（3．0）
，621　（3．1）
337　｛3，5）
　　（3．2）
　　｛3．0）
894　　（4．ユ）
277　（4．0）
274　｛4，7）
1，226　（10，9）
　　（5．4）
　　（5，1）
952　（20．6）
2，807　（11．0）
4，764　（9．0）
1，077　（11．3）
　　（7，3）
　　（7，0）
2，109　（9．6）
728　（10．5）
739　〈］2．7）
846　（7，5）
　　（6．6）
　　（6．5）
756　（16．4）
25，529　　（ユ00）
53．，037　（100）
9，540　（100）
　　　（100）
　　　（100）
22，003　（100）
6，923　（100）
5，837　（100）
11，273　（100）
　　　（100）
　　　（100）
4，617　（100）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）の要地・重要な工業中心地に成長したために，その農業人口比率はきわめて
小さい。
　1871年の職業別人口（家族を含む）を当郡と：本領地域・ザクセン王国との
　　　　　　　　　　　　　　農村部で比較すると（第41表），本領地域・全国で工業人口は農業人口の2
倍弱を占める（以上の3調査において本領地域の工業人口上与率は全国のそれ
よりやや低い）けれども，当郡農村部全体では工業人口は農業人口の60％に
達しない。当郡農村部のうちリーザ裁判区では工業人口が農業人口を若干凌
（22）　Biaschke　1965b，　S．　80，
（23）Bev61kerung　1871，　S．28，52－54，111，より。グローセンハイン裁判区の人口には
　Gohrisch村とHaidehauser村の人口が含まれる。（両村の人口は上述1849，55，61
　年の統計にも含まれるはずである。）また，本表の裁判区は当郡創設前の裁判区と同一
　の名称をもつが，その区域は異なる。
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第41表　当郡・本領地域・ザクセン王国の農村部における職業別入口（1871年）
農　林　業 鉱　工　業 商業・運．輸業’ そ　の　他 合　　　計
グローセンハイン裁判区（％） 11，550（49．5）β83〔23．1）1，263　（5．4）5，146（22．0）23，342（100＞
ラーデプルク　〃　（％） 4，378（50．0）1β95〔21．6）397　（4．5）2，083（23．8＞，753　（100＞
リ　　一　　ザ　ク　（％） 2，765（27．7）2，977〔29．8）1，199（ユ2．0＞3，033（30．4）9，974　（100）
当　　　　郡　　　　計（％） 18，693（44．4）1G，255（24．4）2、859　（6．8）10，262（24．4） 42．069　（100）
本　　　　領　　　　圭也　　　域　（％） （25．7＞ （47．4） （6．9） （20．1） （100）
ザ　セ　セ　ン　王　国（％） （25．4） （48．5） （6．6） （19．5） （100）
Riesa　　市　　　　（％）168　（3．2）2，376（44．7）1，299（24．4）1，476（27．7）5β19　（100）
第42表
管区村落α（％）
管区村落β（％）
管区村落計（％〉
複　合村落（％）
馬奇士令眞†寸至客α　　（％）
騎士領村落β（％）
馬奇＝ヒ6頁ホ寸落言十　（％）
　全　　郡　（％）
当郡農村部（含Riesa市）の村落群別職業別人口（1871年）
農　林　業
3，454　（59．o）
　844　（57．7）
4，298　（58．7）
　959　（35．3）
12，453　（36．8）
1，151　（32．9）
13，604　（36．4）
18，861　（39．8）
．鉱　工
?
商業・ 運．輸業 そ　の 他
?? ?
1，192（20．4） 261（4，5） 948（16．2） 5，855（100）
226（15．4） 90 （6．2） 303（20．7） 1，463（100）
1，418（19．4） 351（4．8） 1，251（17，1） 7，318（100）
624（22．9） 382（ユ4，0）． 754（27．7＞ 2，719（100）
9，590（28，3） 3，065（9．ユ） 8，740（25，8）33848　　， （100）
999（28．5） 360（10，3） 993（28．3） 3，503（100）
10589　　， （28．3） 3，425（9．2） 9，733（26．1）37，351（100）
12，631（26．7） 4，158（8．8） 11738　　， （24．8）47，388（100）
駕し，農業人口の比率が本領地域・全国農村部平均数字の近くまで減少して
いるが，他の2裁判区では農業入口が人口の50％を占めている。この1871年
調査は最初の自治体別職業別人口として公表されたので，Riesaを含めて当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡のそれを村落回読に集計すると第42表が得られる。小区分5村落群につい
て兄ると，管区村落α群と同β群では農業人口の比率がいずれも60％に近く，
（24）Bev61kerung　1871，．　S．50－54．この統計においてもBaselitz　bei　Blattersleben
　村（Nr．5）はBasslitz　bei　B．iatterslebenと表記されている。（1）註（25）（i）
　参照。
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5村落日中最も高い。それに対して，他の3村落群ではこの比率は33－37％
を占めるにすぎないが，全国農村部平均と比較するとかなり高いのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rz5）　以上のように，19世紀央に「典型的な農業地域」であった畑野では，！8世
紀央にフーフェ農が保有農戸数の中で支配的であった。しかし，零細農も存
在しなかったわけではない。この保有農下層はいかなる役割を果たしていた
か。B／aschkeは次のように述べている。　Leipzig郡，　Borna郡から当郡に
至るザクセン王国北部の平地では18世紀央に零細農の比率が低かった。しか
も，この地域の零細農はザクセン王国南部の高地におけるように農村の手工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に6｝　　　　　　　　惚7）業者ではなく，主として騎士農場の農業労働者であった，と。第43表はこの
（25）　Zeise　1965，　S．　25．
（26）B｝aschke　1956a，　S．152．　　既述のように当郡の自然条件とくに土壌は農業に
　最適ではなかったが，農村工業の発達が低調であった。それはなぜか。Blaschke（1965
　b，S．92）は次のように説明している。ザクセン（プロイセン領3郡を含む）の中で
　北部平地は「今日に至るまで圧倒的に農業的」であるが，オーバーラウジッ南部を含
　む南部高地では15世紀央から鉱工業が発展した。この発展に寄与したのは，この地域
　における耕種に不適な自然条件の外に，銀・錫の鉱床，亜麻の生育に適した湿潤な気
　象，森林・木材の豊富さと動力源としての急流である。しかし，’北部平地と南部高地
　との今一つの重要な差異は定住様式にある。「工業部門の出現と関連していたのが，農
　村の非農民的住民層の発生であり，これは小屋住農と園地農の形で高地の村落に生ま
　れた。高地の定住様式は，社会史上きわめて重要なこの過程に非常に融和的であった。
　なぜなら，河谷に長く伸びている，疎らに家の建てられた森林フーフェ村落は，新た
　な小屋の建築に場所を十分に提供したからである。〔それに対して，〕平地の，家が密
　陣している，封鎖的な村落では，これはほとんど不可能であったであろう。村落施設
　を耕区の方へ拡張することは，土地に賦課されたさまざまな権利・条件を考慮すると，
　当時はほとんど問題にならなかった。」当日のエルベ河以東地域の定住様式と耕地形態
　についてはVgl．　Schietze1，　S．20－24，当郡姫鱒のそれについてはVgl，Blaschke
　l957，　S．42－63．オーバーラウジッの南部と北部における定住様式と農村工業の発
　達との関連については寺尾誠，（1），（il），参照。
（27）本文参照。19世紀央の当郡に存在した分農場を確定することができるならば，騎士
　農場・分農場所在村落とそれの所在せぬ村落との問の，保有農構成における差異は一
　層顕著となるのではなかろうか。なお，オーバーラウジツの北部・中部では18世紀央
　lZ零細農の比率が高く，しかも，彼らの大部分は，強力な騎士農場で働く農業労働者
　であった。（Btaschke　l956a，　S，152，）この地域の中心Bautzen，　Kamenz両郡76
　村における騎士農場の所在の有無による住民階層構成の差異（三月革命直前）につい
　てはVg　l．　Hartstock，　Tab．1－VI．
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第43表　騎士農場の有無による当郡の村落群別保有農戸数（18世紀一央）
?????????
????????????
?
1言．卜
管区季t享客α（％）
管区村落β（％）
管区村落計（％）
複合村落（％）
騎士領村落α（％）
馬奇＝i．．＝領村落β（％）
馬奇士領村落計（％）
全　　　　　郡（％）
管区村落α（％）
管区村落β（％）
管区村落計（％）
複合村落（％）
騎士領村落α（％）
騎士領村落β（％）
馬奇d＝令貰†寸辛客言十　（％）
全　　　　郡（％＞
　o　（％）
　（il）　〈o／．）
全　　　　 郡（％）
フーフェ農
?????????? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
??
????
エ 園　地
?
小屋住 農’
?【?? ?
（55．3＞
?〔 ｝?
（44，7）
??
（100）
（55，3） 一 21 （44．7＞ 47 （ユ00＞
（88，9） 1 （2．2＞ 4 （8．9） 45 （100）
（47，5） 108（10，4） 436（42．0） 1，037 （100）
（60，4） 10 （6．5） 51 （33．1） 154 （100）
（49．2） 118 （9．9） 487（40．9） 1，ユ91 （100）
（50．8） 119 （9．3） 512（39．9） 1，283（100）
（69．8） 52 （7．8） 150〈22．4） 669 （ユ00）
（80．5） 一 22 （19，5） 113 （ユ00）
（71．4） 52 （6．6） 172（22．0） 782 （100）
（88．6） 6 （4．5） 9 （6．8） 132 （100）
（69．6） 83 （5．7） 356（24．6） L446〔100）
（72，5） 2 （1．7） 31 （25．8） 120 （100）
（69．9） 85 （5．4） 387（24．7） 1，566（100）
（71．3） 143 （5．8） 568（22．9） 2，480 （ユ00）
（26．9） 1ユ9 （45．4） 512（47．4） 1，283（34．1）
（73．1＞ 143（54．6） 568（52．6） 2，480（65．9）
（100） 262 （100） 1，080（100） 3，763 （100）
主張の傍証となるであろう。本表は第34表の各村落群を，騎士農場（御料地
を含む）が所在するか否かで区分して．集計したものである。これによると，
保有農戸数で全郡の1／3を占めるにすぎない騎士農場所在村落（①と略記）に，
零細農合計の半分近く（47．0％）がおり，また，ここの保有農戸数の中での
零細農の割合はほぼ50％である。それに対して，保有農戸数で全郡の2／3を
占める，騎士農場の所在せぬ村落（②と略記）には，フーフェ農の約3／4が
おり，また，ここの保有農戸数の中でのフーフェ農の割合は70％を超える。
村落群別に検討すると，管区村落α群には①は存11しない。同β群の中の②
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ではフーフェ農比率が②の全郡平均より10％近く高い。騎士領村落α群の①
ではフーフェ農比率が全村落群中出も低く，48％である。同β群の①ではフ
ーフェ農比率が①の全郡平均を，同群の②でもそれが②の全一平均を1二回っ
ている。複合村落群は特異であって，同訓①と同群②とはほとんど同一の保
有農構成を示し，しかも，そのフーフェ農比率は全郡平均（第34表）よりは
るかに高い。
3　このように18世紀央の当郡では，全体として見るとフーフェ農が支配的
であったが，このフーフェ農こそ，土地負担を主として賦課された二村住民
であった。近世ザクセンのフーフェ農
についてBlaschkeは次のように主張
している。ザクセン王国本領地域に
おけるフーフェ農f呆有地　（Bauern．
　　　　　　　　　　　stelle）の数は，第44表から判明する
ように，1550年から1750年までに無視
第44表
1300年
1550年
ユ750年
ザクセンのフーフェ農保有地数
（1300－1750f／l）
43，150
42，787
64，000
57，000
50，000
しうるほど僅かしか減少していない。フーフェ農保有地の数と大きさの維持
を可能にしたのは，とりわけ領邦君主の効果的な農民保護政策（農民に対す
る保有地分割の禁止と領主に対する農民追放の禁止）であるが，この政策は
1834年まで変更されなかった。したがって，「1750年について挙げられた　〔フ
ーフ濃鮪地の〕数字は1834年についても……妥当すると見なされう｛
???
（28）ザクセンはザクセン王国とプロイセン領3郡。Blaschke　1962，　S．ユ49；Blaschke
　1967，S．181．ただし，　Blaschke，1955，　S，1！5，では18世紀央の本領地域に農民保
　有地約32000とされている。
（29）　Blaschke　1967，　S．　180　f．　Vgl．　Blaschke　1955，　S，　99一一101；　Blaschke　1962，　S，
　149；　Blaschke　1965a，　S．　252，　276．
　（の本領地域と異なって，農場領主制の支配するザクセン王国オーバーラウジッ4
　郡とプロイセン領3郡では，大規模な農民追放のためにフーフェ農戸数が激減した。
　これら7郡のフーーフェ農・戸数は第44表から1550年に13850，1750年には僅か7213と計算
　されるからである。
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　そこで，当郡各村落群にお・いて19世紀央のフーフェ農数は18世紀央のそれ
に等しく，また，土地負担を賦課されたのはフーフェ農のみであった，と想
定して，各村落群における1フーフェ農（Hn）当りの土地負担を計算してみ
よう。それは前出第34表最下段に示される通り，前出第31表の農村部人口1
人当り土地負担と全く異なっている。3村落群で比較すると，それは騎士領
村落群計で高く（全面平均を超えるのはここだけである），管区村落群計と
複合村落群で低い。管区村落群計のそれと騎士領村落群計のそれとの較差は，
全郡平均（61．8！M）を基準として30％である。
　小区分した5村落群について1Hn当り土地負担を対比させると，それは複
　　　　　　　　　　　合村落群と管区村落α群で最も軽微であり，管区村落β群，騎士領村落β群
と続き，騎士領村落α群で最も重い（全郡平均を超えるのはこの村落群のみ
である）。そのために，管区村落α群と騎士領村落α群との較差は33％にな
る。それに対して，管区村落β群の1Hn当り土地負担は同α群のそれより約
8％重く，また，騎士領村落の中ではα群はβ群より10％以上重くなってい
る。
4　この農民保有地について「権利と義務が測られる単位」はフーフェであ
った。保有地単位としてのフーフェの大きさはザクセンでさまざまに異なる
が，「25Acker　・＝　13　haと30　Acker＝16．5haのもの，高地では24　haのも
　　（ii）ザクセン王国では1832年3月の「償却法」が土地分割に対する土地領主からの
　制約を廃止したが，1843年11月になると「分割法」が公布され，所有地の％以上の分
　離を禁止することによって農地細分化を制限した。（Reuning　1856，　S．31－33；Reu－
　ning　1865，　S．60；Rockhausen，　S．20ff．；GroB，　S．122．）1877年の5．5ha以上農用
　地所有者数がユ8世紀央のフーフェ農戸数よりあまり小さくない（本領地域で88．2％，
　当郡で91．1％　　er　27，34，44表より）事実はこれと関連するであろう。
（30）Grimma郡KUhren村のフーフi農戸数は1840年代に36であった（松尾1978，（1），
　120ページ）が，18世紀央のBlaschke（1957，　S．189）の数字33で計算すると，その
　1戸当りの償却地代は57．71M，委託地代は54，20Mとなって，当郡管区村落α群平均
　より相当重くなる。
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第45表　当郡下村落群のフーフェ数（18世紀央）と1フーフェ当り土地負担（M）
管区村
氏@α
管区村
氏@β
管区村
氏@計 複合村落
騎士領
ｺ落α
騎士領
ｺ落β
フーフェ数 43晴 8暗 521去 157⊥@　8
1，341去 161
1フーフエ一当
閭tーフェ数 0．93 0．73 0．89LOO 0．89 0．89
1フーフェ当り 51．60 72．4055．01 47．30 76．5167．90
土地負担
同．ヒ比　（％） （75．2） （105．5＞ （80．2） （68．9） （111．5） （98．9）
繍
1，502t
　O．89
75．59
（110，1）
全　　郡
2，18・塗
O．90
68．63
（100）
　　　　　　　　　　　　　　　（31）　（32）のが最もしばしば」見出された。ここではフーフェを標準的農民保有地と考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）えて，各村落群のフーフェ数を集計すると，第45表が得られる。本管で1フ
ーフェ農当りフーフェ数を3村落語別に見るならば，それは複合村落群で最
も大きく1フーフェであり，管区村落群計と騎士領村落群計および全郡平均
　　　　　　　　　　　　　　　134）ではおおよそ0．9フLフェである。小区分4村落群で特徴的なのは管区村落β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）群で，ここの平均フーフェ数は3／4に達しない。
（31）　Blaschke　1965a，　S．　275．　Vgl，　Haun，　S．　20；　Rockhausen，　S，　20；　K6tzschke，
　S．　164，　174　f．；　LUtge，　S．　52．
（32）フーフェは面積としては地域により異なるけれども，「経済単位としては大体等しい
　現実的意昧をもつものと見なされ」る。ザクセン西南部「フa一一クトラントの1フーフェ
　農はその経済力と社会的地位から見て，北ザクセン平地の1フーフェ農と比較されう
　る。」　（Blaschke　1956a，　S．153　f．）
（33）　（2）の各村フーフェ数が村落群別に集計される場合，フーフェ数不記載の村で
　はそれがゼロと見なされ，18世紀央以外の年のフーフェ数も18世紀央のそれと想
　定される。フーフェ数の記載はあるが，フー’フェ農は存在しない村（Nr．45，56，93
　一ここでは，狭小なフーフェ地を園地農が保有していたと考えられる）もあり，1
　フーフェ農当りフーフェ数が異常に小さい村（％未満の村としてNr．’20，97，12／，135
　がある）も見出されるけれども，これらの特殊事情は一切顧慮されない。
（34＞Blaschke（1956　a，　S．154　und　Abb．7）によれば，当郡の大部分で1750年に1フー
　フェ農当りフーフェ数は1以上である。本領地域の最大部分で支配的なのは渥一1渥フ
　一一フェであり，一般的平均は1フーフェよりやや小さい。なお，Grimma郡KUhren
　村では18世紀央のフーフェ数は21であった（Blaschke　1957，　S．189）から，1フーフェ
　農当りフーフェ数は0．6にすぎなかった。この数字は1840年代にも同一である。（松尾
　1978，（1），120ページ，参照。）
（35）この事情は，1Hn当り土地負担の5村落群順位において第3位であった管区村落β
　群が，1Hf当り土地負担の順位においては第4位に低落する一一因であろう。
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　御守各村落’群において19世紀・央のフーフェ数は18世紀央のそれに等しく，
また，土地負担はすべてフーフェに賦課された，と想定して，各村落’群にお
ける1フーフェ（Hf）当りの土地負担を算出すると　（第45表），それは3村
落群中複合村落群で最も軽微であり，管区村落群計がそれに次ぎ，騎士領村
落群計で最も重い（全郡平均を超えるのはここだけである）。管区村落群計
のそれと騎士領村落群計のそれとの較差は，全郡平均（68．63M）を基準と
して30％である。
　小区分5村落群について1Hf当り土地負担を比べると，それは複合村落群
　　　　　　　　　　　　で最も軽く，管区村落α群がそれに次ぐ。全郡平均の土地負担にほぼ等しい
騎士領村落β群に続くのは，管区村落β群であり，騎士領村落α群のそれは
最も重い。そのために管区村落α群と騎士領村落α群との較差は36％に達す
る。それに対して，管区村落β群の1　Hf当り土地負担は下郡平均を上回り；
騎士領村落群計のそれに近付いている。笹区村落α群と同β群の較差は30％
である。また，騎士領村落の中ではα群はβ群より！2％重くなっている。
5　近世のザクセンでは，園地農は1フーフェの1／4の，小屋住農は1フーフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エの1／8の負担を一般に賦課される，と兇なされていた。そこで，18世紀央の
園地農数の1／4と小屋住農数の1／8とを各村落群のフーフェ数に加えて’換算フ
ーフェ数を求め，その上で，1換算フーフェ（換算Hf）当りの土地負担を計
　　　　　　　　算するど（第46表），3村落群におけるそれの軽重の序列は1Hf当りの土地
負担の場合と全く同一であり，全郡平均を超えるのも騎士領村落群計だけで
ある。管区村落群計と騎士領村落群計との較差は，全郡平均（62．85M）を
基準として27％となる。
（36）既出KUhven村（前註（34）参照〉の1Hf当り償却地代は90，69M，委託地代は
　85．！8Mとなる。これは当郡管区村落α群より大きいばかりでなく，当郡で最も重い騎
　士領村落α群よりも大きい。
（37）　R6mer，　S．　192，　203；　Quirin，　S．　74・
（38）本文参照。
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第46表　当期各村落群の換算フーフェ数（18世紀央〉と1換算フーフェ当り土地負担（M）
　　　　　　製雫
園地農数・寺　13
　　　　　　　18号
　　　　　　　・6膚
　　　　　　48，081！iり土地負担
bi］　／i　i－k　（％ri　（76，5）
管区村
氏@β
管区村
氏@計 複合村落
騎士領
ｺ落α
騎士領
ｺ落β
騎i：領
ｺ落計 全　　郡
『 13
1書 47号 3 5暗 ・・吉?
24§ 1昔 99 1味 1・暗 135
・暗 558音 16暗1．487是 17晴1．66結2β8噛
68．12 5ユ．35 46．30 68．962．74 e8．31 62．85
】08．4） （81．7） （73．7） （109．7） （99．8） （108．7） （100）
　小区分5村落群における1換算Hf当り土地負担の軽重の序列も1Hf当り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土地負担の場合と全く同一である。管区村落α群と騎士領村落α群との較差
は33％になる。それに対して，管区村落β群の1換算Hf当り土地負担は全郡
平均を上回り，騎士領村落群計のそれにほとんど等しい。管区村落α群と同
β群の較差は32％である。また，騎士領村落の中ではα群はβ群より約10％
重くなっている。
6　以上の単位（1ha，1Hn，1Hf，1換算Hf）当り土地負担の村落群別比
較から次の事実が明らかになる。第！に，管区村落群計の単位当り土地負担
はすべて全郡平均より小さく，逆に，騎士領村落群計のそれはすべて全郡平
均より大きい。両者の較差は1換算Hf当りの土地負担において全盲平均を基
準とし’て27％，他の指標ではすべて30％である。騎士領村落における土地負
担は管区村落のそれより著しく重いのである。
　第2に，管区村落の大部分（1834年の人口（第31表）で80．6％，18世紀央
の換算Hf数（第46表）で83．8％）を占める管区村落α群と，騎士領村落の大
部分（1834年の人口で90．3％，18世紀央の換算Hf数で89．5％）を占める騎士
領村落α群との較差は…層大きく，3指標において33％，1Hf当り土地負担
（39）既出Kuhren村には18世紀央に園地農3，小屋住農8戸があった。（Blaschke　1957，
　S．189，）したがって1換算Hf当り償却地代は83．72M，委託地代は78．63　Mとなって，
　当事で最も重い騎士領村落α群よりも大きい。
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では36％に達する。同率となる3指標のうち騎士領村落α群の1ha当り土地
負担については，既述の通り計算の前提にやや疑問があるので，較差はいく
らか拡大するのではなかろうか。しかしながら，全州平均を100として管区村
落α群の単位当り土地負担はおおよそ77，騎上領村落α群のそれはおおよそ
110であって，（Stulzの封建的諸負担を本稿の土地負担，　Stulzの管区領民
を管区村落α群の農民，騎士領領民を騎士領村落α群の農民と見なすならば）
前者は後者の1／2ないし1／3にすぎないほど軽微ではない。
　第3に，上述第1の事情があるにもかかわらず，管区村落は土地負担に関
して決して一様ではない。α群とβ群の較差は1Hn当り土地負担では8％で
あるが，他の3指標では30－32％に達する。しかも，管区村落β群の単位当
り土地負担は1Hn当りのそれを除けば，全郡平均よりも重く，騎士領村落群
計の土地負担に接近している。これは，16世紀央以前の状況を反映している
ものであろう。すなわち，かつて騎士領Kalkreuthにおいては騎士農場のた
ゆの賦役が，そして土地負担全体も，重かったが，領邦君主によるこの騎士
領の取得後も騎士農場が御料地として存続し，領主＝農民関係もそのまま維
持されたのであろう。
　複合村落群はlha当り土地負担で管区村落α群より大きいが，その他の指標
においては5村落町中最小となっているのはなぜか。また，騎士領村落β群
は1ha当り土地負担で5村落砂中最も重い（全郡平均を基準として136％。
ただし，この計算は前提にやや疑問があるので，較差はいくらか縮小するで
あろう。）が，その他の指標にお・いては全郡平均と同程度（98－100％）であ
って，同α群より10－12％軽いのはなぜか。これらの事実は，この2村落群
がいずれも複数領主村落であるという事情と関連するのであろうか。複合村
落群ではフーフェ農比率が異常に高く　（第34，43表），1フーフェ農当りフ
ーフェ数も大きい（第45表）こと，騎士領村落β群でも，1フーフェ農当り
フーフェ数は同α群と同一であるが，フーフェ農比率が同α群より高いこと
一それに対して管区村落β群ではフーrフェ農比率は高いけれども，　1フー
一193一
428
フェ農当りフーフェ数は5村落群中最小である　　と関連するのであろうか。
あるいは，他の事情に起因するのであろうか。私には回答不可能である。
7単位当り土地負担を国郡と本領地域とで比較することは可能でない。委
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　託地代額はザクセン王国の総額（3427538．64M）のみが知られているからで
ある。そこで当郡と全国との大まかな比較を試みてみよう。
　まず，1878年の耕地（第15表）1ha当りの土地負担は当郡で3．11M，全国
で4．22Mとなり，当郡のそれがかなり小さい。しかし，この耕地面積には騎
士農場のそれが含まれており，騎士農場の地位は当郡の方が高い（第28・29
表）から，当郡と全国の農民耕地！ha当り土地負担の較差は上の数値より若干
縮小するであろう。当郡の土壌が良好でない事実も考慮されるべきである。
　次に，当郡の1Hn（18世紀央）当り土地負担は61．81　Mであった（第34表）。
18世紀央の東部ザクセン7郡のフーフェ農（第44表）の1／2をバウツェン県の
それと考えると，ザクセン王国のフーフェ農（46394戸）の1戸当り土地負担
は73．88Mとなる。これが当郡のそれよりかなり高くなる理由は明らかでな
い。また，！8世紀央に1フーフェ農当りフーフェ数が当郡と全国とでほとん
　　　　　　　　ど差異がなかったとすると，全国の1Hf当り土地負担は当郡のそれ（68．63
M一三45表）より高くなるであろう。しかしながら，1換算Hf当りの土地
負担において当郡と全国のいずれが大きいか，は確言できない。全国ではフ
ーフェ農の比率が低く，零細農の比率が高い（第35表）のに対して，当芋で
は逆であった（第36表）からである。
　最後に，農民地1租税単位当りの土地負担はどうか。これも厳密には比較
できない。大掴みな試算として1877年の120租税単位以上の農用地（第22表）
のうちの「農村の所有地」にすべての土地負担が賦課されたとすると，すな
（40）　GroB，　S，141，　より。
（41）当郡では第45表から平均0．90フーフェである。本領地域の一般的平均を全国のそれ
　と見なすと，それは前日（34）から1フーフェよりやや小さいことになる。
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わち，この「農村の所有地」の全部を農民地と想定し，120租税単位以下の
農民地と一・切の「都市の所有地」を無視すると，「農村の所有地」　1租税一単
位当りの土地負担は当郡で0．197M，全国で0。157Mとなる。当郡のそれは
全国のそれより1／4重いのである。これは当郡に．おける騎士農場の地位の高
さ（第28・29表）と整合的であるように思われる。
（6）償却の進行過程
l　Gr6Belの資料に関する第3の分析として土地負担償却の進行過程を検討
しよう。その場合，分析は便宜上，村落群別・種目別および村落群別・権利
者群別にのみなされる。
　まず，権利者群別償却進行過程を3村落群別に示したものが第47－50表で
ある。各権利者群の総額に占める各年度額の比率も付記されている。各村落
群における償却進行の程度を対比するために，それぞれの権利者群の累積比
率がその合計の①10％，②50％，③90％を超過した年を下2桁のみで示す
と，第51表が得ら．れる。
　最初に，②においては3村落群間の年差が概して小さい（大抵2年以下）。
年差の大きい権利者群のうち，b（年差9年）で早く達成されている管区村落群
のそれの②は，bの土地負担合計の中で管区村落群の地位が低い（4％一
三2表）から，全郡の②を規定してはいない。また，a（年差7年）では騎
士領村落群の②が早いけれども，aの土地負担合計の中で騎士領村落群の地
位はあまり高くない（17％）ので，全郡のaの②は管区村落群と複合村落群
のそれに規定されている。全郡合計の年差もきわめて大きい（9年）。その理
由は，一一方の騎士領村落群では，そこで支配的なb＋e（71％一第4表）
の②が40年代初であったために，合計の②も40年代央に達成されたが，他方
の管区村落群と複合村落群では，そこで支配的なa＋c（前者で95％，後者で
63％一第1表より）の②が50年代央まで遅延したことに影響されて，合計
の②も50年代初になったからであろう。各権利者群を全郡で見ると，eおよ
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第47表 季径禾1」者群巽封イ賞去「
?
a　’ （％〉ゴ b （％） c （％）
1835 ｝ 一 一
1836
P837
P838
｝｝? ??? ???
1839 一 一 一
1840 1，539．52（7．1） 一 一
1841 500．40 （2．3） 300．04（20．2） 一
1842 944．40 （4．3） 406．64（27．4） 216．64 （4．1）
1843 854．24 （3．9） 122．80 （8，3） 一
ユ844 （4．6） 一 一
ユ845 6ユ．40 （0．3） 一 一
1846 4，094．64（ユ8．8） 一 玉41．16 （2．6）
1847 一 一 一
1848 689．32 （3，2） ’281．68 （ユ9．0＞ 一
?
1849 一 『 一
1850 一 一 一
1851 一 一 一
1852 一 『 192．48 （3，6）
1853 2，005．36（9．2） 370．56（24．9） 670．52（12．5）
1854 9，602．76（44，1） 一
??．???
（24，0）
1855 485．60 （2．2） 3．84 （0．3） 1，839．68（34．4）
ユ856 一 一 一
1857 一 『 963．24（18，0）
1858 一 『 6．88 （0．1）
1859 一 一 28．72 （0，5）
不明 一 一 一
計’ 21781．40　　， （100）
??．???
（100）
??．??，
（100）
一196一
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進行過程（1）管区村落　　　　　　　　　　　　　’
d （％） e （％） b十e （％〉 合　　　計 （％〉
一 一 一 一
一 一 一 一
一 一 一 一
一 一 一 一
一 ｝ 一 一
一 16．96 （51．4） 16．96 （1，1）
??．??，
（5．4＞
一 一 300．04（19．8） 800．44
（2．8）
一 ユ6．04 （48．6） 422．68（27．8）
??．??，
（5．5）
一 一 122．80 （8，1） 977．04 （3．4）
一 一 一 LOO3．76（3．5）
一 一 一 61．40 （0．2）
一 一 一 4，235．80（14．8）
一 一 ｝ 一
一 一 281．68（18，5） 97LOO（3．4）
一 一 ｝ 　
一 一 一 一
一 一 一 一
一 一 『 192．48 （0．7）
一 一 370．56（24．4＞
??．??，
（10．6）
27．00 （100） 一 一 10，915．08（38．1）
一 一 3．84 （0．3）
??．??，
（8．1）
一 一 一 一
一 一 一 963．24 （3．4）
｛ 一 一 6．88
（
…）
一 一 一 28．72 （0．1）
一 一 ｝ 一
27．00 （100） 33．00 （100）
??．??，
（100） 28，671．60（100）
一197一
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第48表季雀垂禾ll者習羊汚りで賞去P
a （％） b （％） C （％）
?? 『『 ??
??? 『『『 ???
一 23244（152） 一
｝ 『 一
55．24 （1．9） 45．36 （3．0） 319．72（18．0）
249．76 （8，7） 20．00 （L3） 51．16 （2．9）
527．52（18．5） 44．04 （2．9） 46．88 （2．6）
45．72 （L6） 『 一
392．64（13．7） 『 21．48 （1．2）
2．80 （0．1） ～ 一
65．68 （2．3） 2．64 （0．2） 一
一 『 一
一 6LO4（4，0＞ 一
一 399．80
（26．2） 一
一 564．68（37．0） 一
474．60（16．6） 12．80 （0．8） 一
993．28（34．8） 144．16 （9．4） 440．24（24，7）
42．92 （L5） 『 395．36（22，2）
7．44 （0．3） 『 一
一 一 4ユ0．96
（23．ユ）
一 『 7．04
（0．4）
一 『 87．88 （4．9）
｝ 『 一
857．60 （100） α00） 1，780．72（100）
一198一
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進行過程（2）複合村落
d
50．80
163．28
2玉4．08
（％）
（23．7）
（76，3）
（100）
，
1
e （％） b十e （％） △　　　　　言口　　　　　　　n
｝? ?｝ ??
??????
（41．5）
??????
（／6．9＞
??????
一 232．44 （9．0＞ 232．44
68．96 （6．6） 68．96 （2．7） 68．96
440．84（41．9） 486．20（18．8） 861．16
105．．56 （10，0） 125．56 （4．9） 426．48
一 44．04 （1．7） 618．44
一 一 45．72
一 一 414．ユ2
一 ｝ 2．80
… 2．64
（0．1） 68．32
｝ 一 一
一 61．04 （2．4） 61．04
一 399．80（15．5） 399．80
一 564．68（2L9） 615．48
｝ ユ2．80 （0．5） 487．40
一 144．16 （5．6）
一 一 438．28
一 一 7．44
一 一 410．96
一 一 7．04
一 『 87．88
一 『 一5
052．56（100）
??．??，
（100＞
????，
言十 （o／o）
（5．9）
（3．ユ）
（O．9）
（11，6）
（5．7）
（8．3）
（O．6）
（5．6）
〈　H．）
（O．9）
CO．8）
（5．4）
（8．3）
（6．6）
（23．4）
（5．9）
（O．1）
（5．5）
（O．1）
（1．2）
（100）
一199一
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第49表 権禾il者群瑠tj　f賞去P
?
a （％） b （％〉 C
（?〉?
1835
P836
?? ｝? ??
1837
P838
P839
??? ??????
（0．5）
｝??
1840 60．00 （1，2） 4，328．16！11・4） 875．97 （3．5）
1841 一
??．??，
（4，9） 314．32 （1．2）
1842 3．72 （0．1） （3，7）
??．??，
（7．0）
1843
??．??，
（31．2） 254．56 （G，7） 210．72 （0．8）
1844 315．16 （6．1）
??．??，
（7．5） 一
1845 558．56（10．9）・
??．??，
（4，7） 129．76 （0．5）
1846 56．7．40 （11．1） 3，454．56（9．1） 290．36 （L2）
1847 一 152．84 （0．4） 一
1848 59．08 （1．2） 776．．56 （2．0） 一
1849 一 169．24 （0．4） 一
1850 一 200．76
髄　　（0．5） 6．60 （…）
1851 一 268．8G （0，7） 一
1852 一
??．???
（12．9） 103．12 （0．4）
1853 622．68（12．1） 4，617．36（12ユ） 844．48 （3．4）
1854
??．???
（23．3）
??．??，
（10．6＞ 5，873．48（23．3）
1855 144．76 （2．8）
??．??，
（7，1）
??．??，
（14．4）
1呂56 一 2，203．40 （5．8） 3，999．32（15，9）
1857 　 668．28 （1．8）
??．??，
（17．4）
1858 一 376．08 （1．0）
??．??，
（5．5）
1859 一 828．28 （2，2） 1，379．64（5．5＞
不明 一 O．40 （…） 一
? ??．??，
（100） 38，014．88（100） 25176．09　　辱 （100＞
、
一200一
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進そテ過不呈　（3）馬奇＝ヒ領7卜寸落
d （％） e （％〉 b十e （％〉 合　　　計 （％）
一 12．32（…） ！2．32 （…） 12．32
（
…）
｝
??．??，
（5．8）
??．??，
（3．0） 2，457．40（2，2）
｝
??．??，
（17．3）
??．??，
（9．1）
??．??，
（6．5）
一
（3．0）
??．??，
（1．6＞
??．??，
（1，1）
ユ69．56 （6．7） 4，296．32（10．．1） r 4，496．92（5，6） 4，666．48（4．1）．
一
11885．64　　， （27．8） 16，213．8G（20，1） 17，149．77（15．1）
｝
??????
（12。0）
??．??，
（8．6）
??．??，
（6．4）
581．04（22．8） 6，356．04（14．9）
??．??，
（9．6） 10，112．04（8，9）
78．48 （3．1） 3，382．84 （7．9）
??．??，
（4．5）
??．??，
（4，9）
52．44 （2．1＞ 一 2，837．88（3．5） 3，205．48（2．8）
『 一
??．??，
（2．2） 2，458．08（2．2）
一 一 ．3，454．56 （4．3） 4，312．32（3．8）
89．72 （3．5） 一 152．84 （0．2） 242．56 （0．2）
70．84 （2．8＞ 一 776．56 （1．0） 906．48 （0β〉
一 ? 一 169．24 （0．2） 169．24 （0．1＞
一 一 200．76 （0．2） 207．36 （0．2）
一 一 268．80 （0．3） 268．80 （0．2）
922．76（36．3＞ 206．60 （0，5）
??．???
（6，3） 6，134．80（5．4）
158．56 （6，2） 323．56 （0．8）
??．??，
（6．1）
??．??，
（5，8）
92．84 （3，6＞ 一
??．??，
（5．0） 11181．76　　， （9．8）
100．24 （3．9） 一 2，716．92（3．4）1 6，585．68（5．8）
143．76 （5．7） 一 2，203．40 （2，7） 6，346．48
（5．6）
64．24 （2．5） 一 668．28 （0，8） 5，119．68（4，5）
19．52 （0．8） 一 376．08 （0．5）
??．???
（1．6）
一 ㎝ 828．28 （1．0）
??．??，
（1．9）
｝ 0．48
、
（…） 0．88 （…〉 0．88
（
…）
2，544．00（100） 42，680．92（100） 80695．80　　， （100） 113544．09　　　1 （100）
一201一
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第50表
年
1
a （％） b （％） C （％
1835 心 一 一
1836
P837
?｝ ｝? ??
1838
P839
?『 一200．60
（0．5）
??
ユ840 1，599．52（5．4） 4，560．60（11．1） 875．97（2．7
1841 ，　500，40（1．7）
??．??，
（5，3） 314．32（1．0
1842 1，003．36（3．4）
??．??，
（4，5）
??．??，
（7，1
1843 2，705．64（9．1） 397．36（1、0） 261．88（G．8
1844 1，846．44（6．2） 2，881．92（7．0＞ 46．88（0．1
1845 665．68（2．2＞
??．??，
（4、3） 129．76（0．4
1846 5，054．68（17．0） 3，454．56
（??）、
453．00（1．4
1847 乞．80（…） 152．84（0，4） 『
1848 814．08（2，7） 1，060．88（2，6） 一
1849 一 ．16924（0．4） 一
1850 一 261．80（0，6） 6．60（…
¶1851 一 668．6Q（1．6） 一
1852 ｝ 5，467．00（13．3） 295．60（0．9
1853 3，102．64（10．4） 5，GOO．72（12．2＞ ／，515．00（4．7
1854 11，79！．24（39．6） 4，ユ64．40（10．2）
??．??，
（23．5
1
1855 67328（2．3＞ 2，720．76（6，6） 5，858．80（18．1
1856 7．44（…）
??．??，
（5．4） 3，999．32（ユ2．4
1857 一 668．28（1．6） 5，761．36（17．8
1858 一 376．08（．0，9） 1，390．40（4．3
1859 『 828．28（2，0） 1，496．24（4．6
?
不明 一 0．40（…） 　?
29，767．20（100） 41，027．40（100） 3230L45　　， （100
）
牟雀和」者群男IH塞案去t．．、
d
65961
??????
?????
、???????」「?????
??｝?????????????????．．??
????
80587
，
2
（e／o）
（6．1）
（20．9）
〈2．8）
（1．9）
（3．2）
（2．5）
（35．0）
（5．7）
（10．2）
C3，6）
（5．2）
〈2．3）
（O，7）
（IOO）
一202一
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進行過．程（4）当郡全体
e （％）． b十e （％） 合　　計 （％） 全
? ?
12．32（…） 12．32（…） 12．32（…〉
2，457．40（5．6） 2，457．40（2．9）
??．??，
（1，6） 0．5
7，364．24（16．8） 7，364．24（8．7） 7，364．24（4．9＞ 1．3
1，284．08（2．9） 1，284．08（1．5） 1，284．08（0．9＞ 2．6
4，733．52（10．8） 4，934．12（5．8） 5，103．68（3．4＞ 4．3
11，902．60（27．2） 16，463．20（19，4） 18，938．69（12．7） 5．7
??．??，
（11．8） 7，337．96（8．7） 8，152．68（5．4） 5．1
1
6，812．92（15．6） 8，675．24（10．2） 12，556．92（8．4） 4．9
3，488．40（8．0） 3，885．76（4．6） 6，931．76（4．6） 5．3
『 2，881．92（3．4） 4，827．68（3．2） 4ユ
一 1，769．76（2．1） 2，565．20（1．7） 2．5
『 3，454．56（4ユ） 8，962．24（6．0） 2．3
皿 152．84
（0．2） 245．36（0．2＞ L6
一 1，060．88（1．3） 1，945．80（1．3） 1．0
『 169．24（0．2＞ ！69．24
（0．ユ） 0．7
一 261．80（0．3） 268．40（02） 1．1
『 668．60（0．8） 668．60（0．4） 1．8
206．60（0．5） 5，673．60（6．7） 6，942．76（4．6） 4．8
323．56（0．7） 5，324．28（6．3） 10，／QO．48（6，7） 7．8
『
??．??，
（4．9） 23，837．80（15．9） 9．6
一 2，720．76（3．2） 9，353．08
（6、．．3＞ 8．9
一
??．??，
（2．6） 6，353．92（4，2） 7．9
『 668．28（0．8） 6，493．88（4．3） 8．7
一 376．08（0．4） 1，786．00（1．2） 4．6
一 828．28（LO＞ 2，324．52（1．6） 2，9．
0．48（…） 0．88（…） 0．88（…） 一
43，766．48（100） 8479388　　，　　　　　　， （100） 149，647．61（100） ユ00
一203一
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第51表　各権利者．群における償却進行の程度～村落
a b C
? ?
③ ①
?
③ ① ② ③
管　区　村　落 42 53 54 41 43 53 52 55 57
複　合　村　落 43 53 54 40 51 53 42 55 57
騎士領村落 43 46 54 40 52 56 42 55 58
全　　　　　郡 42 53 54
46 52 55 42 55 57
年　　　　　差 1 7 0 1 9 3 10 0 ?
管区村落　α 43 53 54 41 42 53 53 55 57
管区村落　β 4G 53 54 43 43 43 46 55 55
騎旧領村落　α 43 45 54 40 52 56 42 55 57
騎士領村落　β 44 54 54 42 54 56 54 56 58
???????【????
54
???
????????
2
??
??
〔」?
??
?? ???﹇?）
??
???
??
「
びb＋eぽ40年代地に50％の償却が到達されており，b＋eに規定されて全
郡合計もすでに46年にはそうなっている。しかし，a，　b，　c，　dの50％超
過は遅れて，50年代前半である。
　次に，①と③においても3村落群問の年差は概して小さし・（大抵3年以
下）。年差の大きい。とdの①のうち，複合村落群と騎士領村落群の。の①は
管区村落群のそれより10年も早く，また，騎士領村落群のdの①は管区村落群
と複合村落群のそれより10年も早いけれども，それの償却は以後進捗せず，そ
のために。とdの②と③は0－2年差である。
①から③までの期間は，その土地負担の80％以上が償却された期間を意味
するが，この期間を全一について検討すると，第ユに，a，　b，　c，　dの
80％以上の償却は40年代初から50年代：央までの，b＋eのそれは30年代末から
50年代央までの長期間を要した。第2に，eは30年代末から40年代初の短期
間で80％以上が償却された。そこで，全郡合計の80％以上の償却には1839年
から56年までの18年もの長い期間が必要となったのである。そして，主要権
利者群a，c，　b十eの土地負担の償却には長い期間がかかったこと，しか
一204一
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e b　十　e ??
?
① ② ③
?
② ③ ①
?
③
40 40 42 41 43 53 42 53 55
39 42 43 39 43 52 42 52 55
37 40 42 37 4254 39 44 56
37 40 42 37 42 54 39 46 56
3 2 1 4 1 2 3 9 1
40 40 4241 42 53 42 53 55
　 一 一 43 43 4340 54 55
37 40’ 42 37 42 54 39 44 56
37 40 42 38 40 55 38 44 56
群別（年数の下2桁）　　　　　　　　　　　　　も，aとcの50％超過は騎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士領村落群のa（40年代央）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を除き50年代央であったが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b十eのそれは40年代初で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あったこと，の結果として，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各村落群における償却は40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年代前半と50年代，央とに急
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速な進行の時期をもつこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管区村落と騎士領村落と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の小区分4群に関する権利
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者群別償却進行過程表は，
紙幅の都合上省略し，それから抜き出した①②③の年次だけを第51表下段
に示そう。管区村落α群と同β群ではほとんど差異がなく，bの③とcの①
においてのみβ群がα群より早くなっている。騎士領村落で見ると，aの②
とcの①についてはα群が，dの②についてはβ群がかなり早くなっている
が，その他では大体において同一である。
　2　種目別償却進行過程を3村落群別に示したものが第52－55表である。
各種目の総額に占める各年度額の比率も付記されている。各村落群にお
ける償却進行の程度を対比するために，それぞれの種目の累積比率がその合
計の①10％，②50％，③90％を超過した年を下2桁のみで示すと，第56表
が得られる。
　②こおいては3村落群間の年差が概して小さい（大抵3年以下）。年差の
大きい種目のうち，v（年差7年）で遅くなっている複合村落群のそれの②
は，vの中で複合村落群のそれが微小であるから，全郡の②に波及していな
い。viiの年差は一層大きい（15年）けれども，全郡の中で高い比率をもつ騎
士領村落群のviiが，全郡のviiの②を規定している。このように，各種目の
一205一
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第52表種1ヨ別償却進
?
i （％）
?
（％） iii （％） iv （％）
1835 一 一 一 一
1836
P837
P838
P839
???? ???? ???? ??『『
1840 1，116．24（38．2） 423．28（4．7） 　 一
1841 300．04（10．3） 500．40（5．6） 一 一
1842 109．56（3．7）
??．???
（11．9） 一 一
1843 82．24（2．8） 785．24（8，7） 一 一
1844 一
??．??，
（11．2） 一 一
1845 一 61．40（0．7） 一 一
1846 328．48（11．2）
??．???
（43．5） 一 『
1847 一 一 一 一
1848 925．44（31．7） 45．56（0．5） 一 一
ユ，849 一 一 … 一
1850 ｝ ㎜ 一 一
1851 一 一 一 ｝
！852 ｝ 14．28（0．2＞ 一 一
1853 60．00（2．1） 255．08（2．8） 2．005・36（17．0） 726．00（20．9）
1854 一 858．00．（9．6）
??．??，
（78．2） 785．24（22．6）
1855 一 一 553．24（4，7） 1，775．88（51．1）
1856 一 一 一 一
1857 一 31．68（0．4）
1160　　， （O．1） 183．68（5．3）
1858 ｝ ｝ ｝ 6．88（0，2）
ユ859 一 28．72（0．3） 一 一
不明 一 『 一 一??
2，922．00（100＞
??．??，
（100） 11，768．28（100） 3，477．68（100）
一206一
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行，畳禾呈（1）管区：村’落
　　　　v
　　　109．56
　　　’109．56
（％） vi （％〉 vii （％） v揃 （％）
?『 ?? ??
????．?
（3．4）
???? ???????
（1．7）
『 一 500．40（2，1）
406．64（81．6） 『 1，067．52（4．4）
56 （100）． 一 一 785．24（3．2）
『 一 1，003．76（4．1）
一 一 61．40（0．3）
0．92（0．2＞ 『 3．906・40（16．1）
『 一 ｝
『 一 45，・56（0．2）
｝ … 一
　 一 一
一 一 一
『 ユ7820（19．5） ユ4．28 （0．1）
一 一
??．??，
（12．3）
73．76（14．8） 一 10，841．32（44．7＞
｝ 一 2，329．12（9．6）
，
』 一 一
一 736．28（80．5） 226．96
（0．9）
一 一 6．88（…）
一 一 28．72（0．1）
一 一 一
56 （100） 498．28（100） 914．48（100） 24，227・28（100）
一207一
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第53表 種E≡1男ljで賞去P進
? （％）
?
（％） iii （％） iv　　（％）
?? 曹　一 ?? ｝?
??? 『?????
（4．6）
??｝ ???
232．44（25．9） 一 一 一
68．96（7．7） 一 一 ㎜
440，84・（49．2） 374．96（16．6） 一 一
38．92
（??）?
301．12（13，3） 一 一
46．88（5．2） 527．52（23．4） 一 ｝
一 45．72（2，0） 一 ｝
一 414．12（18．4） 一 一
一 2．80（0．1） 　 一
68．32（7．6） 一 一 一
一 一 一 一
一 ㎝ ｝ 一
一 一 399．80（15，7） 一
｝ 一 378．08（14．9） 186，60（21．0）
一 一 474．60（18．7） 12，80　（1．4）
一 39L76（17．4） （47．2）
5 48，48　（5，5）
一 一 64．92（2．6） 373、36（42，0）
一 一 7．44（0．3） 一
一 一 17．16（0，7） 268，12（30，1）
一 7．04（Q，3） 一 一
　　、 87．88（3，9） 一 一
一 一 一 一
896．36（100） 2β55・84（ユ00）
??．??，
（100） 889．36　（ユ00）
一208一
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行過程（2）複合村落
V （％） vi　　（％） vii （％） viii （％）
一 一 一 一
?｛ ｝… ?? ??
｝ 一 一 一
一 334．28（71．7＞ 一 102．92
（1，8）　　「
一 一 一 一
一 一 一 一
一 45．36　（9，7＞ 一 374．96（6．6）
一 86，44（18．5＞ 一　　　　　　　　． 301．12（5．3）
｝ ｝ 44．04（13．6） 527．52（9．3）
一　一 ｝ 一 45．72（0，8）
一 一 … 414．12（7，3）
一 一 一 2．80
（
…）
一 ㎜ 一 一
｛ 一 一 一
61．04（100） ㎜ 一 一
一 一 一 399．80（7．0）
… 一 50．80（15，7） 564．68．（9．9）
㎜ ｝ 一 487．40（8．6）
一 一 103．20（31．9）
??．??，
（28．8）
一 一 一 438．28（7．7）
一 一 一 7．44 （0，1）
一 一 125．68（38．8） 285．28（5．0）
『 一 一 7．04 （0．1）
一 一 一 87．88（1．5）
一 一 一 …
61．04（100）． 466．08　（100） 323．72（100） 5，684．72（100）
一，209．　一
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第54表 種目別jf賞去IJ進
?
i （％）
?
（％）
??
（％〉
?
（％）
1835
P836
　　一
Q，314．28（23．ユ）
一143．12
（0．8）
??
?
??
1837 2，271．52（22．7）
??．??，
（6．1）
一 一
1838 9．60 （0．1） 902．96（5．0） 一 一
1839 一 一 一 789．28（4．1）
1840 2，255．72（22．5）
??．??，
（1．6．7）
一 一
1841 109．96（1．1）
??．??，
（7．5）
一 一
1842
??．??，
（11．1）
??．??，
（10，1） 一 ㎝9
1843 12．56（0，1） 1，758．44（9．7） 一 291．96（1．5）
1844 27．84（0．3） 497．68（2．7） ｝ 一
1845 631．88（6．3） 1，384．92（7．6） 一 一
1846’ 392．76（3，9）
??．??｝
（8．6） 一 皿
1847 131．84（1．3） 一 一 一
1848 553．92（5．5） 一 209．24（1．0） 一
1849 169．24（1．7） ｝ 一 一
1850 一 一 200．76（1．0＞ 一
1851 一 一 268．80（1．3） 一
1852 一 ユ03．12（0，6）
??．??，
（24．3） 704．88（316）
1853 一 168．28（0，9） 4，623．60（22．8）、
??．??，
（8．3）
1854 30．48（0．3＞
??．??，
（9．6） 3，652．72（18．0） 5，073．96（26．1＞
1855 　　　　　置 279．40（1，5） 2，234．44（11．0）
??．??，
（19．2）
1856 　 772．48（43） 2，198．40（10．9） 3，216．24（16．5）
1857 一 919．16（5．1） 798．88（3．9） 2，819．08（14．5）
1858 一 227．64（1．3） 321．00（1．6） 1，168．．36（6．0）
1859 一 381．68（2．1） 828．28（4．1） 56．48（0．3）
不明 一 一 0．40（…） 一?
10，019．04（100） 18，146．37（100） 20257．08　　， （100） 19474．52　　9 （10G＞
一210一
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行過程（3）騎士領村落
vi （％） vii （％） vHi （％）
12．32（…） 一 『
一 一 143．12（0．2）
994．08（11．1） ■　　＿ 1，098．64（1．9）
247．16（0．7） 71．28（1．0） 902．96（1．6）
507．04（9．8） ！69．56（2．4） 789．28（L4）
749．16（32．8） 61．48（0，9） 3，030．29（5．2）
665．52（10．2） 1，919．20（27．2） 1，352．36（2．3）
330．64（12．1） 2，499．96（35．4） 1，835．20（3．2）
001．40（8．4） 26．04（0．4） 2，050．40（3．5）
883．48（5．3） ／68．60（2．4） 497．68（0，9）
騨35．52（0．1） 383．92（5．4） 1，384．92（2．4）
954．60（5．5） 一 1，551．56（2．7）
一 一 一
72．48（0．2） 一 209．24（0．4）
一 一 一
6．60（…） 一 200．76（0．3）
｝ 一 268．80（0．5）
一 406．24（5．8） 5，728．56（9．9）
一 53．00（0．8） 6，415．72．（11．1）
82．84（0，2） 602．32（8，5） ユ0466．12　　， （18．1）
34L40（LO） 一
??．???
（10．8）
一 63．36（0．9）
??．??，
（10．7＞
一 582．56（8，2） 4，537．12（7．8）
｝ 55．08（0．8）
??．??，
（3．0）
941．48（2．6） 一
??．??，
（2，2）
一 G．48（…〉 0．40（…〉
825．72（100） 7，063．08（100） 57877．97　　， （100）
一211’一
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第55表種目別償却進
?
i　　（％） ii　　（％） iii　　（％） iv
1835 一 一 一 『
1836 2，314・28（16，7） 143・12　（0．5） 一 一
1837 2，271・52（16．4）1，098・64　（3．7） 一 一
1838 9・60　（0，1） 902・96　（3．1） 『 一
1839 一 102・92　（0，4） 一 789
1840 3，604．40（26．0）3，453・57（11．8） 一 一
1841 478．96　（3，5） 1，852・76　（6．3） 一 一
1842　． 1，657．84（12，0） 3，277・68（11．2）『 一
1843 133．72　（1．0） 2，844・80　（9．7）一 291
1844 74．72　（0．5＞ 2，028・96　（6．9） 一 ｝
1845 631．88　（4，6） 1，492・04　（5，1） 一 一
1846 72124　（5．2）5，872．08（20．0） 一 『
1847 131．84　（1．0） 2．80（…） 一 一
1848 1，547・68（ユ1．2） 45．56　（0．2） 209．24　（0．6） 一
1849 169・24　（1．2） 一 一 一
1850 一 ｝ 200・76　（0．6） 一
1851 一 一 668・60　（1．9） 一
1852 一 117．40　（0．4） 5，298・64（15．3） 891
1853 60・00　（0．4） 423，36　（1．4） 7，103・56（20．6）2，362
1854 30・48　（0．2） 2，989，20（10．2）ユ4，048．32（40．6）5，907
1855 『 279，40　（1，0） 2，852．60　（8．3）
???，
1856 一 772．48　（2，6） 2，205．84　（6，4）3，216
1857 『 950．84　（3．2） 827．64　（2．4）
????
1858 一 234．68　（0，8） 321．00　（O．9）
???，
1859・ 一 498．28　（1．7） 828．28（2．4） 56
不明 一 … 0・40（…） 一
計 13，837，40　（100）29，383．53　（100）34，564・88　（100）23，841
（e／o）
一28　（3．3）
．48
．64
．68
．48
（1，2）
（3．7）
（9．9）
（24．8）
（24，7）
（13．5）
（玉3．7）
C4．9）
（O．2）
．56　（100）
一212一
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行過程（4）当郡全体
V （％） vi （％〉 vii・ （％） viii （％〉
?｝ 12．32
黶@　　　，
（…） ?? 一143．12
（0．2）
一
??．???
（10，9＞ 一 1，098．64（1．3）
53．08（1．8） 247．16（0．7） 7ユ．28 （0．9） 902．96（1．0）
200．60（6、8） 3，841．32（10．4） 169・56（2．0） 892．2Q（LQ）
53．12（1．8） 1ユ766．12　　， （32．0） 61．48（0，7）
??．??，
（3，9）
236．24（8，D 3，665．52（10．0） 1，919・20（23．1） 1，852．76（2．1＞
338．80（11．6） 4，782．64（13．0） 2．499・96（30，1） 3，277．68（3，7）
547．40（18．7） 3，087．84（8．4） 26．04（0，3＞ 3，136．76（3、6＞
627．88（21．4） 188348　，　　　　　　■ （5，1） 212．64（2．6） 2，028．96（2．3）
21．84（0．7＞ 35．52（0，1） 383．．92（4．6）
??．??，
（1．7）
413．40（14．！） 1，955．52（5．3） 一
??．??，
（6．7）
110．72（3．8＞ 一 一 2．80（…）
70．84（2，4） 7248（0．2＞ ｝ 254．80（0．3）
一 『 一 『
61・04（2．｝） 6．60（…） 一 200．76
（0．2）
一 ｝ 一 668．60
（0．8）
｝ 一 635．24（7，7）
　　　　　　　’
U，307．52（7．2）
97．92（3，3） 一 53．00
（0、6） 9，889．56（11．3）
一 156．60
（0．4） 705．52（8．5） 22，945．20（26ユ）
一 341．40
（0．9） ｝
????，
（10．3）
96．00（3．3） 一 63．36（0．8） 6，194．56（7．1）
『 一
?????，
（17．4） 5，049．36（5．8）
一 一 55・08（0．7） 1，730．92（2，0）
．　　　　　『 941．48（2．6） 一 ユ，383．04（1．6）
｝ 一 0．48（…） 0．40（…）
2．928・88（100） 36，790・08（100） （100） 87，789．97（100）
?
一213一
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第56表　各種目における償却進行の
i
?
iii iv
① ② ③
?
②
?
① ②
?
①
? ?
管　区　村　落 40 42 48 41 46 54 53 54 54 53 55 55
複　合　村　落 40 42 442 44 54 51 54 54 52 55 57
騎士領村落 36 40 46 38 43 56 52 53 56 53 55 57
全　　　　　郡 36 40 48 40 44 54 52 54 56 53 55 57
年　　　　　差 4 2 4 4 3 2 2 1 2 1 0 2
管区村落　α 40 48 48 42．46 54 53 54 54 53 55 55
管区村落　β 40 4Q 46 40 46 4653 54 55 54 55 55
騎士領村落　α 36 40 47 40 43 56 52 53 57 52 55 57
騎士領村落　β 37 40 40 3840 46 53 55 5654 56 57
②にtsける3村落群間の年差は概して小さいにもかかわらず，全郡合計
で9年の大差が生じる原因は，一方の騎士領村落群にお・いてはi，ii，V，vi
（これの合計は騎士領村落群土地負担総額の59％を占める）の②が40年掛
前半であったから，同村落群合計もすでに44年に50％を超過したが，他方の
管区村落群と複合村落群ではiiiとiv（これの合計は前者で総額の53％，後
者で46％を占める）の②が50年代央であったから，両村落群合計の②も52－
53年に遅延したことにある。各種目を全国で見ると，i，　ii，　v，　vi，　viiは
40年代前半に50％を超過しており，その影響を受けて全郡合計もすでに46年
にはそうなっている。それに対してiii，　i・，・iiiの②は遅れて50年一声である。
　次に，①と③についても3村落寸寸の年差は大きくない（大抵4年以下）。
かなりの年差が兄られるv（k置合村落群の①と管区村落群の③）において
は，両村落群のvの地位が低いために全郡への影響はない。管区村落群のそ
れが遅くなっている・iの③と・iiの①についても同様である。
①から③までの期間を全郡について検討すると，第1に，iiiとivにおいて
は50年代の短期間に80％以上の償：却が実施された。第2に，viは44年までの，
一214一
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程度　　村落群別（年数の下2桁）
v vi vii viii ??
?
? ?
③ ①
? ? ?
② ③ ① ② ③ ① ② ③
43 43 43’ 42 42 54 52 57 5743 54 55 42 53 55
50 50 50 39 39 43 44 54 57 43 53 55 42 52 55
40 44 47 3740 44 41 42 54 40 54 57 39 44 56
40 44 48 37 40 44 41 42 57 42 5456 39 46 56
10 7 7 5 3 ユ1 11 15 3 3 1 2 3 9 1
一 一 一 42 42 54 52 57 57 4354 54 42 53 55
43 43 43一　． ｝ 一 57 57 57 43 54 55 40 54 55
40 44 48 37 40 44 41 42 57 41 54 57 39 44 56
42 43 43 4040 42 42 54 54 38 55 57 38 44 56
Vは48年までの比較的短い期閥に80％以．hが償却された。第3に，　iの80％
以上の償却には36年から48年までの，また，iiとviiとの，さらに，　iiに規定
されてViiiのそれには40年代初から50年代央までの，長い期間が必要であった。
そのために，全郡合計の80％以一Eが償却されるには，39年から56年までの長
い期間がかかったのである。そして，当郡で重要な土地負担i，ii，　iii，　iv，
Viのうちiとiiの大部分の償却は長い期間を要したこと，また，　i，ii，vi
の50％超過は40年代前半であったが，iiiとivのそれは50年代，央であったこと
の結果として，各村落群における償却の進行は40年代前半と50年代央との二
つのピークをもつことになった。
　以上のようなi－viiにおける償却の状況を土地負担主要4種目に戻して考
えれば次のように言えるであろう。まず，賦役と地役権iは40年代初に50％が，
そして三月革命前に大部分が償却された。次に，現物貢租の大部分の償却は
50年代央までの長い期間を要した（それの50％超過の時期は確定しえない）。
さらに，貨幣貢租は50年代の短期間に大部分が償却され，それの50％超過は
50年代央である。
一215一
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　管区村落と騎士領村落との小区分4群に関する種目別償却進行過程表は紙
幅の都合上省略し，それから抜き出した①②③の年次だけを第56表下段に
示そう。管区村落α群と同β群ではほとんど差異がなく，iにおいてのみ，
賦役の重いβ群の方が②も③も早く（騎士領村落群計と同年に）達成されて
いる。騎士領村落で見ると，・iiの②から③までの期聞がα群では長く，β群
ではゼロである。同β群のi，ii，・の③は同α群のそれよりカ・なり早い。
しかし，合計の①②③は両群ともほとんど同一である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Cl）3　第50表の最右欄はザクセン王国全体における委託地代の年次別比率を示
している（本領地域のそれは知られていない）。全国比率で兇ると①40年，
②53年，③57年となる。土地負担の80％以⊥の償却がなされた時期は全国よ
り当郡で1年春つ早いだけである。しかしながら，全国比率と比較した当郡
の年次別比率の最大の特徴は，全国における50％超過が三月革命後の53年で
あるのに対して，当駅のそれは革命前46年であることである。別の指標を取
れば，1847年までに全国では委託地代の40．2％が発生したにすぎなかったが，
当馬ではすでに53．0％が発生していたのである。当郡の50％超過が全国のそ
れより7年も早く到達されたのはなぜか。土地負担の種目別構成において
（当郡について50％超過の時期が明らかでない現物貢租を除くと）当駅の賦
役・地役権は全国のそれ一これは究明されていない一より高い地位を占
　　　　　　　　　　　　　　め，貨幣貢租の地位は低いためにこうなるのか。当郡の土地負担の権利者群別
（1）GroB、　S．141，より。本座に項目のない1834年の全国比率は……％である。なお，
　これの原表および，全国の種目別土地負担償却提議件数統計に関しては別稿で検討
　する。
（2）三月革命期にザクセン王国各地から提出された果多しい農民請願書は，土地負担の中
　で保有移転貢租を最もしばしば批判の対象とした。　（Zeise　1965，　S．51－53；Zeise
　1968，S．261　f．；松尾1979，60－63ページ。）この保有移転貢租の地位が当郡では低か
　つた（第6表によれば，土地負担全員総計の23％を占めるところの，確定した貨幣貢
　櫛iiの中で保有移転貢租は10％以下であろう）事実と，三月革命前における当日の償
　却50％超過とは関連があるのであろうか。一三月革命期の農民運動で当郡に関連す
　るものは次の通りである。（i）Riesaは1848年春にPenigなど「騎士領所属都市」
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構成において騎士領の比率が全国のそれ　　これは確認されていない一よ
り大きく，領邦君主・教会の比率が小さい結果として，当郡の50％超過が全
国のそれより早期となるのであろうか。回答はまだ可能でない。
　最後に，償却が40年代前半と50年代央とに急激に進展した点では，当郡と
全国は同一である。換言すれば，40年代末から50年代初までの時期には償却
の進行がきわめて緩慢であった。これは第1に，三月革命以前のザクセンの
1立法（とくに1832年償却法）が規定した権利者（領邦君主・教会）と種目
（貨幣貢租）の土地負担償却への制限が三月革命以後の立法（とりわけ51年
　　　N
補充法）によって撤廃されたためである。この影響は当郡について権利者直
別償却進行過程表と種目別償却進行過程表において明白である。しかし，三
月革命前後の償：却の停滞はそればかりでなく第2に，1846－47年の恐慌，46
年の凶作，48－49年の革命によって重大な影響を受けていると考えられるが，
ここではそれに立ち入ることはできない。
10市連名で『国家と農場領主に対する無数の義務』について訴えた。（Zeise　1965，　S，
55；Zeise　1968，　S．263．）（ii）48年臨時邦議会への請願には管区領民も参加したが，
その例証としてAmtsbezirke　GroBenhain　und　Radebergの72村が挙げられている。
（Zeise　1965，　S．202．）（iii）GroBraschUtz村（Nr．42）は，1849年の『ザクセン
邦議会両院が初めて国民の自由な選挙によって生まれた』ことを歓迎じた。（Zeise
1965，S．236．）ただし，1848年のフランクフルト国民議会に請願したWildenhain
（Wigard，　S．2391；柳沢治，174ページ）は当郡の村ではなく，Borna郡の村と考
えられる。共同請願した5村のうちOber－und　Niederlangenhunsdorfは誤植であ
ろうが，HagenestとRamsdorfはいずれもBorna郡にあるからである。なお，ザ
クセン農民解放期における今一つの農良運動高揚期，「九月騒乱」期にMarsdorf
（Nr．68）はいわゆる「マイセン県120村請願書」（松尾1973，110－124ページ）に署名
した。当時この村が，署名した他の村と岡じくDresden管区に属していた　（Bla－
schke　1957，　S．5！）からであろう。
〔付記。本稿作成にあたって，Karlheinz　Blaschke氏（Friedewald），　Johannes　Jandt
氏（Dresden），Gerhard　Schmidt氏（Dresden），および岸美光氏の教示を得た。記し
て，深謝したい。〕
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